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司
法
権
の
構
造
的
理
解
と
新
た
な
「
裁
判
」
解
釈笹　

田　

栄　

司

論
　
　
　
説

一　

問
題
の
所
在

　

１　

最
高
裁
に
よ
る
四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
形
成

　

２　

本
稿
の
検
討
課
題

二　

二
つ
の
最
高
裁
決
定

　

１　

平
成
二
〇
年
五
月
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
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２　

平
成
二
一
年
一
月
二
七
日
第
三
小
法
廷
決
定

三　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
判
権
概
念
の
混
迷

　

１　

比
較
の
対
象
と
し
て
の
ド
イ
ツ

　

２　

連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
六
七
年
決
定

　

３　

ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
に
よ
る
「
実
質
的
意
味
の
裁
判
」
概
念
の
構
築

　

４　

行
政
訴
訟
及
び
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
の
憲
法
上
の
基
礎
づ
け

　

５　

出
訴
保
障
と
「
裁
判
」（
ボ
ン
基
本
法
九
二
条
）

　

６　

非
訟
事
件
と
「
裁
判
」（
ボ
ン
基
本
法
九
二
条
）

四　

司
法
権
の
構
造
的
理
解
と
新
た
な
解
釈
の
可
能
性

　

１　

裁
判
権
（
ボ
ン
基
本
法
九
二
条
）
と
裁
判
（
日
本
国
憲
法
三
二
条
・
八
二
条
）

　

２　

憲
法
化
さ
れ
た
仮
処
分
手
続

　

３　

仮
の
救
済
・
非
訟
事
件
と
四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
整
合
性

　

４　
「
裁
判
」
の
二
層
的
理
解
と
司
法
権
の
「
コ
ア
」

一　

問
題
の
所
在

１　

最
高
裁
に
よ
る
四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
形
成

（
一
）
二
〇
〇
八
年
施
行
の
、「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以
下
、
Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
措
法
と
す
る
）、
及
び
、「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
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律
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以
下
、
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
と
す
る
）
は
、
司
法
権
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

　

Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
措
法
に
よ
る
と
、
特
定
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
器
機
総
合

機
構
が
給
付
金
の
支
払
い
を
行
な
う
が
、
給
付
金
の
支
給
を
請
求
す
る
に
は
、「
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
す
る
か
、

調
停
等
の
申
立
て
を
し
、
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
の
中
で
、
和
解
等
に
よ
り
、
対
象
製
剤
の
投
与
の
事
実
、
因
果
関
係
の
有
無
及
び
症
状
を

確
認
す
る
必
要
が
あ（

１
）る

」。
同
法
四
条
は
、
有
資
格
者
の
認
定
の
た
め
に
は
「
確
定
判
決
又
は
和
解
、
調
停
そ
の
他
確
定
判
決
と
同
一
の
効

力
を
有
す
る
も
の
」
が
必
要
と
す
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
訴
訟
上
の
和
解
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
で
あ
ろ（

２
）う

。
確
か
に
、
薬
害
事
件
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
行
政
に
よ
る
認
定
は
厳
し
い
こ
と
も
多
く
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
裁
判
で
争
う
と
す
る
と
、
患
者
の
救
済
に
著
し
い
遅
れ
が
で
る

こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｃ
型
肝
炎
特
措
法
は
、「
対
象
製
剤
の
投
与
の
事
実
、
因
果
関
係
の
有
無
及
び
症
状
の
確
認
」
が
裁
判
所

に
お
け
る
手
続
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

　

改
正
児
童
虐
待
防
止
法
に
よ
っ
て
、
児
童
虐
待
が
行
な
わ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
拒
否
や
抵
抗
に
よ
り
児

童
の
安
全
確
認
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
児
童
相
談
所
が
、「
裁
判
官
の
許
可
状
を
得
た
上
で
解
錠
等
の
実
力
手
段
を
も
っ

て
保
護
者
の
住
居
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
臨
検
・
捜
索
制
度
が
導（

３
）入

」
さ
れ
た
。
立
入
調
査
が
拒
否
さ
れ
た
後
に
、
臨
検
・
捜
索

を
講
ず
る
こ
と
は
、「
犯
罪
捜
査
や
公
正
取
引
委
員
会
等
の
犯
則
調
査
以
外
に
は
な
か
っ（

４
）た

」
も
の
で
、
住
居
の
不
可
侵
を
保
障
す
る
憲
法

三
五
条
と
の
関
係
も
あ
り
「
裁
判
官
の
許
可
状
発
付
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
法
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
長
官
代
理
者
（
高
橋
利
文
最
高
裁
総
務
局
総
務
局
長
）
は
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、「
従
来

は
行
政
の
分
野
に
属
す
る
と
思
わ
れ
て
き
た
事
柄
も
裁
判
所
で
担
当
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
立
法
」が
行
わ
れ
た
と
の
認
識
を
示
し
、

さ
ら
に
、「
社
会
構
造
が
行
政
に
よ
る
事
前
規
制
型
社
会
か
ら
事
後
救
済
型
社
会
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
る
」
こ
と
を
背
景
に
、「
さ
ま
ざ
ま
な

裁
判
所
の
関
与
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
る
」
が
、そ
れ
は
、「
司
法
の
本
質
」
に
適
合
す
る
こ
と
が
前
提
と
す
る
趣
旨
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
、「
公
正
か
つ
透
明
な
手
続
を
通
じ
て
事
実
関
係
を
確
定
し
、
法
律
を
適
用
し
て
、
具
体
的
な
紛
争
を
解
決
す
る
司
法
作
用
を
行

う
こ
と
」
が
、
裁
判
所
の
本
質
的
な
役
割
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ（

５
）る

。

（
二
）
確
か
に
、裁
判
所
の
「
本
質
的
な
役
割
」
に
符
合
す
る
判
例
理
論
を
最
高
裁
は
展
開
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、憲
法
規
定
に
は
な
い
「
法

律
上
の
争
訟
」
を
中
心
と
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
芦
部
信
喜
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
か
つ
て
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
『
裁

判
所
法
逐
条
解
説
』
は
、
裁
判
所
法
第
三
条
に
言
う
「
一
切
の
法
律
上
の
争
訟
を
裁
判
」
す
る
権
限
（「
裁
判
権
」
と
呼
ば
れ
裁
判
所
に
憲
法
七
六

条
一
項
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
も
の
）
に
つ
い
て
、「
裁
判
」
と
は
、「
権
利
主
体
の
あ
い
だ
で
具
体
的
な
法
律
効
果
の
存
否
に
関
す
る
争
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
法
規
の
定
め
る
法
律
要
件
を
構
成
す
る
法
律
事
実
に
該
当
す
る
具
体
的
事
実
に
、
法
規
を
適
用
し
、
そ
の
法
規
の
定
め
て
い

る
法
律
効
果
の
具
体
的
存
否
を
判
断
、
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
争
を
解
決
す
る
作
用
」
で
、
国
民
の
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
と
表
裏
の

関
係
に
あ
り
、「
法
律
上
の
争
訟
」
と
は
、「
当
事
者
間
の
具
体
的
な
権
利
義
務
ま
た
は
法
律
関
係
の
存
否
（
刑
罰
権
の
存
否
を
含
む
）
に
関
す

る
紛
争
で
あ
っ
て
、
法
律
の
適
用
に
よ
り
終
局
的
に
解
決
し
う
べ
き
も
の
を
い
う
」（
し
た
が
っ
て
「
非
訟
事
件
」
は
争
訟
に
属
さ
な
い
）
と
説
い

た
。
こ
の
考
え
方
は
、
判
例
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
最
大
決
昭
和
三
五
・
七
・
六
民
集
一
四
巻
九
号
一
六
五
七
頁
、
最
判
昭
和
五
六
・
四
・
七
民
集

三
五
巻
三
号
四
四
三（

６
）頁

）」。

　

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
七
六
条
一
項
と
憲
法
三
二
条
が
「
法
律
上
の
争
訟
」（
裁
判
所
法
三
条
一
項
）
を
媒
介
に
し
て
強
く
結
び
つ
く
「
構
図
」

は
、
近
時
、「
司
法
権
＝
法
律
上
の
争
訟
＝
主
観
訴
訟
の
ト
リ
ア
ー（

７
）デ

」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
三
）
こ
の
ト
リ
ア
ー
デ
に
、
憲
法
八
二
条
一
項
が
結
び
つ
く
。
昭
和
三
五
年
最
高
裁
大
法
廷
決
定
（
最
大
決
昭
和
三
五
・
七
・
六
民
集
一
四
巻
九

号
一
六
五
七
頁
）
は
、
金
銭
債
務
臨
時
調
停
法
七
条
の
「
調
停
に
代
わ
る
裁
判
」
を
正
当
と
し
た
東
京
地
裁
及
び
東
京
高
裁
の
判
断
は
、
憲

法
八
二
条
、
三
二
条
に
照
ら
し
、
違
憲
た
る
を
免
れ
な
い
と
す
る
が
、
同
決
定
の
中
心
と
な
る
判
示
部
分
は
、「
若
し
性
質
上
純
然
た
る
訴

訟
事
件
に
つ
き
、
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
拘
わ
ら
ず
終
局
的
に
、
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
よ
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う
な
裁
判
が
、
…
…
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
憲
法
八
二
条
に
違
反
す
る
と

共
に
、同
三
二
条
が
基
本
的
人
権
と
し
て
裁
判
請
求
権
を
認
め
た
趣
旨
を
も
没
却
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
上
記
決
定
か
ら
三
八
年
経
過
し
た
「
裁
判
官
分
限
事
件
」
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
以
下
の
よ
う
な
判
示
を
行
う
。「
憲
法

八
二
条
一
項
は
、
裁
判
の
対
審
及
び
判
決
は
公
開
の
法
廷
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
右
規
定
に
い
う
『
裁
判
』

と
は
、
現
行
法
が
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所
が
裁
判
と
い
う
形
式
を
も
っ
て
す
る
判
断
作
用
な
い

し
法
律
行
為
の
す
べ
て
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
に
属
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
所

が
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
終
局
的
に
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
実
体
的
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
の
み
を
指
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」（
最
大
決
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
日
民
集
五
二
巻
九
号

一
七
六
一
頁
）。

　

最
高
裁
判
例
は
、
憲
法
三
二
条
の
「
裁
判
」
と
八
二
条
一
項
の
「
裁
判
」
と
を
「
一
体
と
し
て
解
す（

８
）る

」。
そ
し
て
、
現
行
法
が
裁
判
と

い
う
形
式
で
も
っ
て
裁
判
所
の
権
限
に
属
せ
し
め
て
い
る
判
断
作
用
な
い
し
法
律
行
為
の
す
べ
て
で
は
な
く
、「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司

法
権
の
作
用
に
属
す
る
も
の
」
を
「
裁
判
」
と
解
す
る
の
で
あ（

９
）る

。
換
言
す
れ
ば
、「
裁
判
所
が
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
終

局
的
に
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
実
体
的
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の

裁
判
」
で
あ
る
。
最
高
裁
は
憲
法
三
二
条
・
八
二
条
の
「
裁
判
」
と
は
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
と
解
し
て
お
り
、
最
高

裁
判
例
に
つ
い
て
も
、「
日
本
国
憲
法
の
解
釈
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
両
者
（
司
法
と
裁
判

－

笹
田
）
を
と
く
に
区
別
す
る
必
要
は
な

（
（（
（

い
」
と
い

う
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。

　

憲
法
三
二
条
と
八
二
条
一
項
の
「
裁
判
」
が
同
一
視
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
「
法
律
上
の
争
訟
」
と
も
重
な
る
こ
と
で
、
憲
法
七
六
条

一
項
＝
裁
判
所
法
三
条
一
項
＝
憲
法
三
二
条
と
い
う
ト
リ
ア
ー
デ
に
憲
法
八
二
条
一
項
が
つ
ら
な
る
四
位
一
体
的
判
例
理
論
が
形
作
ら
れ
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た
。
換
言
す
れ
ば
、「
公
開
・
対
審
等
の
手
続
的
適
正
保
障
を
中
核
概
念
と
し
た
『
司
法
』
概
念
」
が
形
成
さ
れ
、「
民
事
訴
訟
こ
そ
が
概
念

形
成
の
鋳
型
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

（
（（
（

た
」
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
民
衆
訴
訟
や
機
関
訴
訟
は
、「
法
規
の
適
用
の
適
正
ま
た
は

一
般
公
共
の
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
訴
訟
で
あ
っ
て
、
本
来
は
司
法
裁
判
権
の
対
象
た
る
法
律
上
の
争
訟
で
は
な
」

（
（（
（

い
。「
そ
う
だ
と

す
る
と
、
本
来
司
法
権
を
行
使
す
べ
き
裁
判
所
に
、
か
か
る
特
別
の
権
限
を
、
法
律
を
も
っ
て
付
与
し
う
る
と
す
る
こ
と
の
根
拠
が
問
わ
れ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ

（
（（
（

う
」。
近
時
の
憲
法
学
説
は
、
こ
の
客
観
訴
訟
の
合
憲
性
を
弁
証
す
る
こ
と
に
腐
心
し
て
き
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。

２　

本
稿
の
検
討
課
題

（
一
）
こ
れ
ま
で
、
司
法
権
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
客
観
訴
訟
が
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
は
、
憲
法

八
二
条
一
項
を
加
え
た
四
位
一
体
的
判
例
理
論
を
前
提
に
し
て
、
仮
の
救
済
、
及
び
非
訟
事
件
を
素
材
に
し
て
、
司
法
権
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

（
（（
（

る
。
近
時
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
は
、
出
版
・
放
映
な
ど
の
差
止
め
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
憲
法
上

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
し
、
行
政
事
件
に
お
い
て
も
権
利
保
護
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
は
否
定
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
の
救
済
と

司
法
権
（
憲
法
七
六
条
一
項
）
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
仮
の
救
済
の
法
的
性
質
は
司
法
か
行
政
か
と
い
っ
た
議
論
を
除
け
ば
検
討
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
二
）
仮
の
救
済
及
び
非
訟
事
件
は
、
兼
子
一
及
び
田
中
二
郎
に
よ
っ
て
、
固
有
の
司
法
権
の
作
用
で
は
な
く
行
政
と
位
置
づ
け
ら
れ

（
（（
（

た
。

兼
子
一
は
、
行
政
処
分
の
執
行
停
止
の
制

（
（（
（

限
を
合
憲
と
し
た
昭
和
二
七
年
最
高
裁
大
法
廷
判
決
（
最
大
決
昭
和
二
七
・
一
〇
・
一
五
民
集
六
巻
九
号

八
二
七
頁
）
を
支
持
す
る
評
釈
の
な
か
で
、「
確
定
判
決
に
よ
っ
て
行
政
処
分
の
違
法
を
確
定
し
て
こ
れ
を
取
消
す
こ
と
だ
け
が
固
有
の
司
法

権
の
作
用
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
行
政
権
に
介
入
す
る
こ
と
は
本
来
の
司
法
権
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
」
い
と
す

（
（（
（

る
。
こ
の



司法権の構造的理解と新たな「裁判」解釈

北法61（2・7）551

思
考
方
法
は
最
高
裁
判
例
に
た
び
た
び
登
場
し
、
例
え
ば
、
昭
和
三
五
年
七
月
六
日
の
最
高
裁
大
法
廷
決
定
（
民
集
一
四
巻
九
号
一
六
五
七
頁
）

で
は
、「
性
質
上
純
然
た
る
訴
訟
事
件
」
に
終
局
的
に
事
実
を
確
定
し
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
裁
判
が
結
び
付
き
、
そ
れ
と
は
異
な

る
も
の
と
し
て
非
訟
事
件
が
観
念
さ
れ
る
。

　

兼
子
一
は
、行
政
は
、「
公
共
の
目
的
や
政
府
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
意
思
活
動
で
あ
っ
て
、そ
の
結
果
を
積
極
的
に
意
欲
す
る
も
の
」

で
あ
る
の
に
対
し
、
司
法
は
、「
具
体
的
事
件
に
対
し
て
、
法
を
適
用
し
て
、
適
法
違
法
や
権
利
関
係
を
確
定
す
る
冷
静
な
判
断
作

（
（（
（

用
」
と

の
基
本
的
考
え
方
か
ら
、
裁
判
所
が
法
を
適
用
し
て
権
利
関
係
を
確
定
す
る
「
固
有
の
司
法
権
の
作
用
」
と
、「
専
ら
後
見
監
督
的
な
目
的

で
具
体
的
措
置
を
命
じ
る
た
め
に
す
る
裁
判
」
を
峻
別
す
る
。
後
者
は
、「
本
来
は
司
法
作
用
で
は
な
く
、
む
し
ろ
行
政
で
あ
る
が
、
政
策

的
又
沿
革
的
に
裁
判
所
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
事
審
判
や
非
訟
事
件
な
ど
は
後
者
で
あ
り
、「
紛
争
関
係
に
つ

い
て
そ
の
解
決
に
至
る
ま
で
の
仮
の
地
位
を
定
め
る
仮
処
分
（
民
訴
法
七
六
〇
条
）
も
こ
の
意
味
で
非
訟
事
件
的
と
い
わ
れ

（
（（
（

る
」。

　

ま
た
、
田
中
二
郎
も
、「
裁
判
所
は
、
一
定
の
裁
判
的
手
続
で
審
理
を
し
、
そ
の
結
果
、
法
律
的
な
判
断
と
し
て
、
処
分
の
適
法
か
違
法

か
に
つ
い
て
判
決
を
す
る
と
い
う
権
限
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
一
種
の
裁
判
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
普
通
の
裁
判
の
手
続
を
経
な
い
で
す
る
仮
処
分
決
定
と
か
、
執
行
停
止
と
か
の
よ
う
な
一
種
の
行
政
処
分
的
な
性
質
を
も
っ
て

い
る
行
為
を
す
る
権
限
を
も
当
然
に
も
っ
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

（
（（
（

か
」
と
述
べ
て
い
た
。
四
位
一
体
的
構
成
を
採
る
最
高

裁
判
例
と
兼
子
＝
田
中
学
説
は
、
行
政
事
件
に
つ
い
て
は
整
合
的
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

（
（（
（

い
。

（
三
）
仮
の
救
済
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
と
行
政
訴
訟
で
は
、
兼
子
＝
田
中
理
論
の
影
響
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
民
事
訴
訟
に

お
け
る
仮
処
分
は
、「
手
続
的
に
み
る
と
、
民
事
保
全
は
、
ア
対
立
し
た
当
事
者
間
に
お
け
る
当
事
者
主
義
の
手
続
で
あ
る
こ
と
、
イ
最
終

的
に
は
私
権
の
確
定
手
続
で
あ
る
本
案
に
結
び
付
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
手
続
で
あ
る
こ
と
、
か
ら
訴
訟
手
続

で
あ
る
こ
と
は
明
ら

（
（（
（

か
」
と
さ
れ
て
い
る
。
兼
子
理
論
は
そ
の
影
響
力
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
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分
に
つ
い
て
は
、
仮
処
分
が
本
案
手
続
に
最
終
的
に
結
び
つ
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
本
案
手
続
の
枠
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
訴

訟
手
続
と
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
訴
訟
手
続
の
理
由
づ
け
と
し
て
は
大
変
緩
か
や
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
民
事
保
全
法
に
よ
れ
ば
、
審
理
の
迅

速
性
と
合
理
性
を
求
め
て
、
す
べ
て
決
定
の
形
式
で
裁
判
が
行
わ
れ
、
ま
た
口
頭
弁
論
を
開
く
か
ど
う
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
、

さ
ら
に
、
保
全
す
べ
き
権
利
又
は
権
利
関
係
及
び
保
全
の
必
要
性
の
立
証
は
疎
明
で
十
分
で
あ
り
（
一
三
条
）、
決
定
は
簡
略
化
さ
れ
た
理
由

で
足
り
る
（
一
六
条
）。
こ
の
よ
う
な
手
続
が
、
四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
と
整
合
的
か
ど
う
か

は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
行
政
訴
訟
で
は
執
行
停
止
の
申
立
て
が
本
案
訴
訟
が
適
法
に
係
属
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
な
の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
民
事

訴
訟
に
お
け
る
「
訴
訟
手
続
」
の
理
解
は
行
政
訴
訟
に
お
い
て
も
当
然
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
議
論
は
行
政
法
学
で

は
見
ら
れ
な
い
。
仮
の
救
済
を
行
政
作
用
と
み
な
い
根
拠
は
、
司
法
と
行
政
の
対
比
、
及
び
仮
の
救
済
の
憲
法
上
の
基
礎
づ
け
に
見
て
取
る

の
で
あ
る
。
即
ち
、
司
法
を
消
極
的
な
法
の
認
識
な
い
し
判
断
の
作
用
、
行
政
を
積
極
的
な
意
思
に
よ
る
活
動
と
定
式
化
し
た
う
え
で
、
仮

の
救
済
を
行
政
作
用
と
兼
子
一
が
性
格
づ
け
た
こ
と
に
対
し
、「
行
政
は
裁
量
を
認
め
ら
れ
る
場
合
も
含
め
て
、
法
の
適
用
・
具
体
化
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
」
し
、
ま
た
、「
仮
の
救
済
は
、
裁
判
所
が
適
時
性
を
考
慮
し
て
（
実
体
）
法
を
解
釈
適
用
し
権
利
を
保
護
す
る
作
用

で
あ
り
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
（
適
時
に
）
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
三
二
条
）、
司
法
権
（
憲
法
七
六
条
）
に
含
ま
れ

（
（（
（

る
」
と
主
張
さ
れ
て

い
る
。

　

行
政
訴
訟
に
お
け
る
「
仮
の
救
済
」、
及
び
民
事
訴
訟
に
お
け
る
「
仮
処
分
」
は
、
そ
の
重
要
な
権
利
救
済
機
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲

法
上
の
基
礎
づ
け
は
定
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
仮
の
救
済
と
仮
処
分
が
共
通
の
基
盤
を
持
つ
べ
き
と
す
れ
ば
、
仮
の
地
位
を
定
め
る

仮
処
分
を
非
訟
で
は
な
く
「
訴
訟
」
と
解
す
る
こ
と
で
十
分
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
仮
の
救
済
が
裁
判
を
受
け
る
権
利
、
司
法
権
に
含
ま
れ

る
と
す
る
場
合
、
四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
も
と
で
の
裁
判
及
び
司
法
権
概
念
と
整
合
的
か
な
ど
、
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
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れ
る
。

（
四
）
非
訟
事
件
に
つ
い
て
は
、
兼
子
一
の
見
解
と
最
高
裁
判
例
は
整
合
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
位
一
体
的
な
最
高
裁
の
判
例
理
論
か
ら

は
、
非
訟
事
件
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
手
続
保
障
は
ま
っ
た
く
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
非
訟
事
件
に
も
争
訟
性
の
強
い
も

の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
、非
訟
事
件
の
当
事
者
に
見
解
（
あ
る
い
は
反
論
）
表
明
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
さ
え
法
律
に
委
ね
、

あ
る
い
は
（
場
合
に
よ
っ
て
は
）
裁
判
所
の
裁
量
事
項
と
す
る
こ
と
は
憲
法
上
問
題
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
学
説
で
は
（
判
例
と
異

な
り
）、「
憲
法
三
二
条
の
『
裁
判
』
は
、
広
く
非
訟
事
件
の
裁
判
を
も
含
み
、
八
二
条
の
原
則
を
『
指
導
原
理
』
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件

の
性
質
・
内
容
に
相
応
し
た
適
正
な
手
続
の
保
障
を
伴
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（（
（

い
」
と
す
る
見
解
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、「
八
二
条
の
原
則
を
『
指
導
原
理
』
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
性
質
・
内
容
に
相
応
し
た
適
正
な
手
続
」
も
抽
象
的
で
あ
っ
て
、

憲
法
三
二
条
と
八
二
条
の
「
裁
判
」
の
関
係
は
今
ひ
と
つ
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
点
の
解
明
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
高
裁
判
例
（
最
大
決
昭
和
四
一
・
一
二
・
二
七
民
集
二
〇
巻
二
二
七
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
非
訟
事
件
の
処
理
は
固
有
の
司
法
権
の
作
用
で

は
な
く
、
行
政
権
の
作
用
で
あ
る
。「
か
り
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
行
政
作
用
に
属
す
る
事
項
を
な
ぜ
裁
判
所
の
権
限
に
取
り
込
ん
で
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
最
大
公
約
数
的
な
説
明
は
、
い
ま
だ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

（
（（
（

る
」。
一
方
、
従
来
、
訴
訟
事
件
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
立

法
に
よ
っ
て
非
訟
事
件
と
す
る
こ
と
に
限
界
は
あ
る
の
か
、と
い
う
問
題
も
あ
る
。
そ
の
場
合
の
判
断
は
、最
高
裁
判
例
に
依
拠
す
る
な
ら
、

「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
あ
る
い
は
「
純
然
た
る
訴
訟
事
件
」
の
解
釈
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

（
五
）
近
時
、
非
訟
事
件
及
び
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
に
つ
い
て
、
従
来
の
最
高
裁
判
例
を
再
検
討
す
る
う
え
で
興
味
深
い
事
例
が
現

れ
た
。
い
ず
れ
も
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
の
決
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
次
の
二
で
検
討
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
三
で
は
、
ド
イ
ツ
の
議
論
を

検
討
す
る
。
ボ
ン
基
本
法
が
、
具
体
的
規
範
統
制
、
抽
象
的
規
範
統
制
、
さ
ら
に
機
関
訴
訟
を
明
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
客
観
訴
訟
に
つ

い
て
、
わ
が
国
の
よ
う
な
議
論
の
立
て
方
に
は
関
心
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
裁
判
（
権
）」（
基
本
法
九
二

（
（（
（

条
）
の
定
義
を
巡
る
論
争
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に
は
わ
が
国
の
議
論
に
も
参
考
に
な
る
点
が
多
い
。
一
方
、
仮
の
救
済
や
非
訟
事
件
に
関
し
、
そ
れ
が
基
本
法
九
二
条
の
裁
判
権
の
作
用
に

含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
一
定
の
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
。
と
く
に
仮
の
救
済
の
性
質
を
巡
っ
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
民
訴
法
学

と
行
政
法
学
の
間
に
興
味
深
い
相
違
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
及
び
行
政
法
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
き
た
ド
イ
ツ
の
理
論
状
況
を
見
て
お
く
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、四
で
、憲
法
三
二
条
と
七
六
条
を
「
法

律
上
の
争
訟
」（
裁
判
所
法
三
条
一
項
）
で
結
び
つ
け
、
そ
れ
に
憲
法
八
二
条
が
リ
ン
ク
す
る
最
高
裁
判
所
判
例
の
枠
組
み
を
俎
上
に
載
せ
る
。

そ
の
際
、
裁
判
（
憲
法
三
二
、七
六
条
）
及
び
司
法
権
（
憲
法
七
六
条
）
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
な
い
た
い
。

（
１
）
笠
松
珠
美
「
法
令
解
説　

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
の
救
済
」
時
の
法
令
一
八
〇
八
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
一
頁
。

（
２
）
二
〇
〇
九
年
一
一
月
三
〇
日
現
在
、
和
解
成
立
者
は
一
四
〇
一
人
で
、
調
停
が
成
立
し
た
四
人
を
含
む
（
二
〇
一
〇
年
二
月
一
二
日
公
表
の

厚
生
労
働
省Press Release

「
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
の
和
解
に
つ
い
て
」）。

（
３
）（
４
）
仁
田
山
義
明
「
法
令
解
説　

虐
待
防
止
の
た
め
、
立
入
り
調
査
等
を
強
化
し
、
面
会
・
通
信
等
の
制
限
を
強
化
」
時
の
法
令
一
八
〇
三

号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
五
頁
。

（
５
）
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録
第
四
号
二
頁
。

（
６
）
芦
部
信
喜
『
人
権
と
憲
法
訴
訟
』（
有
斐
閣
、一
九
九
四
年
）
三
六
頁
。
こ
の
関
連
で
、大
貫
裕
之
「
行
政
訴
訟
に
よ
る
国
民
の
“
権
利
保
護
”」

公
法
研
究
五
九
号
（
一
九
九
七
年
）
二
〇
七
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
亘
理
格
「
法
律
上
の
争
訟
と
司
法
権
の
範
囲
」
磯
部
力
・
小
早
川
光
郎
・
芝
池
義
一
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅲ
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）

四
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
石
川
健
治
「
ト
ポ
ス
と
し
て
の
権
利
侵
害
論
」
法
学
教
室
三
二
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
四
九
頁
も
参
照
。

（
８
）
芦
部
信
喜
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
芦
部
編
『
憲
法
Ⅲ
人
権
（
二
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
三
〇
七
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
判
例
理

論
は
確
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
芦
部
信
喜
は
評
し
て
い
る
（
芦
部
前
掲
）。
非
訟
事
件
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
笹
田
栄
司
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『
司
法
の
変
容
と
憲
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
七
頁
以
下
で
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
裁
判
官
分
限
事
件
で
最
高
裁
は
一
応
の
「
裁
判
」
の
定
義
を
行
な
っ
て
い
る
（
さ
ら
に
、
最
大
決
昭
和
四
五
・
六
・
二
四
民
集
二
四
巻
六
号

六
一
〇
）。
そ
の
意
味
で
、「
非
訟
事
件
で
は
憲
法
三
二
条
お
よ
び
八
二
条
が
争
点
と
な
り
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
裁
判
』
を
憲
法
上
定
義
づ

け
る
と
い
う
筋
道
を
最
高
裁
は
採
ら
な
か
っ
た
」
と
の
記
述
（
笹
田
・
前
掲
注
（
８
）
二
五
一
頁
）
は
適
切
さ
を
欠
い
て
い
る
。
本
稿
で
修
正

し
て
お
き
た
い
。

（
10
）
芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）『
憲
法　

第
四
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
三
二
一
頁
。

（
11
）
亘
理
・
前
掲
注
（
７
）
一
九
頁
。
さ
ら
に
、
大
貫
・
前
掲
注
（
６
）
二
一
二
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
『
裁
判
所
法
逐
条
解
説　

上
巻
』（
一
九
六
七
年
）
二
四
頁
。

（
13
）
野
坂
泰
司
「
憲
法
と
司
法
権
」
法
学
教
室
二
四
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
四
三
頁
。
さ
ら
に
、
土
井
真
一
「
法
の
支
配
と
司
法
権
」
佐
藤
幸
治
・

初
宿
正
典
・
大
石
眞
編
『
憲
法
五
十
年
の
展
望
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
八
四
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）
参
照
、
宍
戸
常
寿
「
司
法
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ク
」
法
学
教
室
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
二
号
二
六
頁
。

（
15
）
本
稿
は
、
最
高
裁
判
例
を
主
た
る
検
討
の
対
象
と
す
る
。
学
説
の
唱
え
る
様
々
な
「
司
法
権
」
概
念
に
つ
い
て
の
検
討
は
本
稿
で
は
行
な
わ

な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
も
の
と
し
て
、
川
岸
令
和
「
司
法
権
の
概
念
の
再
構
成
に
向
け
て
」
法
律
時

報
八
一
巻
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
九
頁
以
下
、
人
見
剛
「
行
政
権
の
主
体
と
し
て
の
地
方
公
共
団
体
の
出
訴
資
格
」
同
六
五
頁
以
下
、
及
び
、

南
野
森
「
司
法
権
の
概
念
」
安
西
他
『
憲
法
学
の
現
代
的
論
点　

第
二
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
一
四
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
16
）
四
位
一
体
的
な
最
高
裁
の
判
例
理
論
は
一
九
五
〇
年
代
に
は
そ
の
骨
格
を
固
め
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
兼
子
一
及
び
田
中
二
郎
の
研
究
が

支
え
と
な
っ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、笹
田
栄
司
『
裁
判
制
度
』（
信
山
社
、一
九
九
七
年
）
五
六
頁
以
下
、及
び
、笹
田
・
前
掲
注
（
８
）

一
三
四
頁
以
下
で
論
じ
て
い
る
。）。

（
17
）
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
一
〇
条
二
項
は
「
処
分
の
執
行
に
因
り
生
ず
べ
き
償
う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
」
を
要
件
と
し
て
い
た
。

（
18
）
兼
子
一
「
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
一
〇
条
二
項
の
合
憲
性
」
法
協
七
三
巻
二
号
（
一
九
五
六
年
）
二
〇
二
頁
。
し
た
が
っ
て
、「
判
決
前
に
処

分
の
執
行
停
止
を
命
じ
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
特
に
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
権
能
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
要
件
を
ど
う
定

め
て
も
司
法
権
を
害
す
る
点
で
の
違
憲
に
は
な
ら
な
い
」（
兼
子
前
掲
）。

（
19
）
兼
子
一
「
新
行
政
訴
訟
の
基
礎
理
論
」『
民
事
法
研
究
第
二
巻
』（
酒
井
書
店
、
一
九
五
四
年
）
七
四
頁
。
兼
子
説
に
つ
い
て
は
、
高
柳
信
一
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「
行
政
国
家
制
よ
り
司
法
国
家
制
へ
」
雄
川
一
郎
編
『
公
法
の
理
論
下
Ⅱ
（
田
中
二
郎
先
生
古
稀
記
念
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
二
三
一
二

頁
以
下
が
詳
細
な
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
20
）
兼
子
一
「
司
法
権
の
本
質
と
限
界
」『
民
事
法
研
究
第
二
巻
』（
酒
井
書
店
、
一
九
五
四
年
）
一
六
四
頁
。

（
21
）
雄
川
一
郎
ほ
か
『
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
逐
条
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）
三
四
一
頁
。
こ
の
時
期
の
研
究
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
今

村
成
和
で
あ
る
。
今
村
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
異
議
権
を
認
め
た
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
一
〇
条
二
項
の
違
憲
性
を
論
ず
る
な
か
で
、
執
行
停

止
が
、「
そ
の
性
質
上
、
行
政
処
分
で
あ
る
か
ら
、
本
来
行
政
処
分
に
属
す
る
」
と
い
考
え
方
は
ナ
ン
セ
ン
ス
と
し
た
う
え
で
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
問
題
は
、
執
行
停
止
の
権
限
が
、
憲
法
七
六
条
三
項
に
よ
っ
て
、
独
立
的
行
使
を
保
障
さ
れ
た
裁
判
官
の
『
職
権
』
に
含
ま
れ
る

か
ど
う
か
に
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
執
行
停
止
は
、
仮
処
分
や
非
訟
事
件
な
ど
と
同
様
、
紛
争
の
法
的
解
決
と
い
う
、
厳
密
な

意
味
で
の
司
法
作
用
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
も
、
広
い
意
味
で
の
裁
判
の
作
用
に
属
し
、
や
は
り
、
憲
法
七
六
条
に
い
う
『
裁
判
官
の
職
権
』

の
中
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
今
村
「
行
政
処
分
の
執
行
停
止
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
〇
号
（
一
九
五
九
年
）

二
九
頁
）。
裁
判
官
の
「
職
権
」
に
依
拠
す
る
考
え
方
は
後
の
議
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
執
行
停
止
を
「
広
い
意
味
で
の

裁
判
の
作
用
」
と
す
る
今
村
の
見
解
は
先
駆
的
な
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
。

（
22
）
兼
子
一
の
見
解
が
、
後
の
行
政
事
件
訴
訟
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
笹
田
・
前
掲
注
（
８
）
一
三
五
頁
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
23
）
瀬
木
比
呂
志
『
民
事
保
全
法　

第
三
版
』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
〇
九
年
）
六
八
頁
。

（
24
）
山
本
隆
司
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
の
理
論
（
上
）」
自
治
研
究
八
五
巻
一
二
号
（
第
一
法
規
、
二
〇
一
〇
）
三
二
頁
。
さ
ら
に
、
参

照
、
村
上
裕
章
「
執
行
停
止
と
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
」
芝
池
義
一
・
小
早
川
光
郎
・
宇
賀
克
也
編
『
行
政
法
の
争
点　

第
三
版
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
四
年
）
一
二
二
頁
、
野
呂
充
「
仮
の
救
済
」
園
部
逸
夫
／
芝
池
義
一
編
『
改
正　

行
政
事
件
訴
訟
法
の
理
論
と
実
務
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、

二
〇
〇
六
年
）
二
二
一
頁
以
下
。

（
25
）
芦
部
・
前
掲
注
（
８
）
三
一
六
頁
。
な
お
、
こ
の
関
連
で
、
長
谷
部
由
紀
子
「
民
事
訴
訟
手
続
の
基
本
原
則
と
憲
法
」
法
律
時
報
八
一
巻
五

号
（
二
〇
〇
九
年
）
四
八
頁
以
下
、
長
谷
部
恭
男
「
憲
法
か
ら
見
た
裁
判
手
続
原
則
」
同
五
二
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
（
両
論
文
と
も
、
長

谷
部
恭
男
『
憲
法
の
境
界
』（
羽
鳥
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
第
八
章
及
び
第
九
章
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。）。

（
26
）
安
念
潤
司
「
司
法
権
の
概
念
」
大
石
眞
・
石
川
健
治
編
『
憲
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
二
五
一
頁
。
ま
た
、
渋
谷
秀
樹
「
裁
判
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を
受
け
る
権
利
と
非
訟
事
件
」
大
石
眞
・
石
川
健
治
編
前
掲
書
二
六
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
27
）
基
本
法
九
二
条
「
裁
判
権
は
、
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
、
こ
の
基
本
法
で
予
め
定
め
ら
れ
て
い
る
連
邦
裁
判
所
、

及
び
ラ
ン
ト
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
」（
石
川
健
治
訳
「
ド
イ
ツ
」
高
橋
和
之
編
『
新
版　

世
界
憲
法
集
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
七
年
）

二
三
二
頁
）。

二　

二
つ
の
最
高
裁
決
定

１　

最
高
裁
平
成
二
〇
年
五
月
八
日
第
三
小
法
廷
決（

１
）定

（
一
）
妻
（
原
々
審
の
申
立
人
、
即
時
抗
告
の
抗
告
人
）
が
、
夫
（
原
々
審
の
相
手
方
、
即
時
抗
告
の
相
手
方
）
に
対
し
、
家
事
審
判
手
続
に
お
い
て

婚
姻
費
用
の
分
担
金
の
支
払
い
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
原
々
審
（
横
浜
家
裁
小
田
原
支
部
）
は
、
夫
の
婚
姻
費
用
負
担
額
を
一
か
月
一
二
万
円
及

び
未
払
い
分
を
九
五
万
円
と
す
る
の
が
相
当
と
の
審
判
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
妻
は
即
時
抗
告
し
、
東
京
高
裁
（
原
審
）
は
、
婚
姻
費
用
負

担
額
を
月
額
一
六
万
円
に
変
更
す
る
決
定
を
行
っ
た
（
し
た
が
っ
て
、
未
払
い
分
も
一
六
七
万
円
に
変
更
さ
れ
て
い
る
）。
と
こ
ろ
が
、
原
審
は
即
時

抗
告
の
相
手
方
た
る
夫
に
対
し
て
、
原
々
審
審
判
に
対
し
即
時
抗
告
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
ず
、
ま
た
、
即
時
抗
告
の
抗
告
状
及
び

抗
告
理
由
書
の
写
し
を
送
付
し
て
い
な
か
っ
た
。
夫
は
、
原
審
が
抗
告
状
及
び
抗
告
理
由
書
の
副
本
を
送
達
せ
ず
、
反
論
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
な
く
不
利
益
な
判
断
を
し
た
こ
と
が
憲
法
三
二
条
に
反
す
る
と
し
て
、
特
別
抗
告
に
及
ん
だ
（
あ
わ
せ
て
、
憲
法
三
一
条
違
反
も
主
張
し
て

い
る
。）。
な
お
、
夫
は
、
原
審
決
定
ま
で
の
間
に
未
払
分
の
一
部
を
妻
に
支
払
っ
た
旨
の
主
張
を
し
て
い
る
。
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最
高
裁
は
、「
憲
法
三
二
条
所
定
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
性
質
上
固
有
の
司
法
作
用
の
対
象
と
な
る
べ
き
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
き

裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
」
と
し
た
う
え

で
、
最
高
裁
昭
和
三
五
年
七
月
六
日
大
法
廷
決
定
（
民
集
一
四
巻
九
号
一
六
五
七
頁
）
及
び
最
高
裁
昭
和
四
〇
年
六
月
三
〇
日
大
法
廷
決
定
（
民

集
一
九
巻
四
号
一
一
一
四
頁
参
照
）
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、「
本
質
的
に
非
訟
事
件
で
あ
る
婚
姻
費
用
の
分
担
に
関
す
る
処
分
の
審
判
に
対
す
る

抗
告
審
に
お
い
て
手
続
に
か
か
わ
る
機
会
を
失
う
不
利
益
は
、
同
条
所
定
の
『
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
原
審
が
、
抗
告
人
（
原
審
に
お
け
る
相
手
方
）
に
対
し
抗
告
状
及
び
抗
告
理
由
書
の
副
本
を
送
達
せ
ず
、
反
論
の
機
会
を
与

え
る
こ
と
な
く
不
利
益
な
判
断
を
し
た
こ
と
が
同
条
所
定
の
『
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
を
侵
害
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
」
な

い
、
と
判
示
し
て
い
る
。

　

最
高
裁
は
違
憲
と
は
し
な
か
っ
た
が
、「
原
審
に
お
い
て
は
十
分
な
審
理
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
疑
い
が
強
い
」と
は
見
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
本
件
に
お
い
て
原
々
審
の
審
判
を
即
時
抗
告
の
相
手
方
で
あ
る
抗
告
人
に
不
利
益
な
も
の
に
変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
事
審
判
手
続
の

特
質
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
で
き
る
限
り
抗
告
人
に
も
攻
撃
防
御
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
実
務
上
一
般
に
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
即
時
抗
告
の
抗
告
状
及
び
抗
告
理
由
書
の
写
し
を
抗
告
人
に
送
付
す
る
と
い
う
配
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
最
高
裁
は
憲
法
三
二
条
の
問
題
と
は
認
め
て
い
な
い
か
ら
、
上
記
の
点
は
特
別
抗
告
の
理
由
に
は
当
た
ら
な
い
。

（
二
）
こ
れ
に
対
し
、
那
須
反
対
意
見
は
、「
婚
姻
費
用
の
分
担
」
に
つ
い
て
の
審
判
に
関
し
て
は
、「
憲
法
三
二
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
即
時

抗
告
に
よ
り
不
利
益
な
変
更
を
受
け
る
当
事
者
が
即
時
抗
告
の
抗
告
状
等
の
送
付
を
受
け
る
な
ど
し
て
反
論
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
相

当
の
理
由
が
あ
る
」
と
し
、「
こ
の
よ
う
な
当
事
者
の
利
益
は
い
わ
ゆ
る
審
問
請
求
権
（
当
事
者
が
裁
判
所
に
対
し
て
自
己
の
見
解
を
表
明
し
、か
つ
、

聴
取
さ
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
）
の
核
心
部
分
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
純
然
た
る
訴
訟
事
件
で
な
い
非
訟
事

件
に
つ
い
て
も
憲
法
三
二
条
に
よ
る
『
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
の
保
障
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
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こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
多
数
意
見
が
引
く
昭
和
三
五
年
及
び
昭
和
四
〇
年
最
高
裁
大
法
廷
決
定
と
の
関
係
で
あ
る
。
那
須
反
対
意
見

は
、
こ
れ
ら
の
判
例
と
本
件
と
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
上
記
大
法
廷
決
定
は
、「
い
ず
れ
も
手
続
が
当
時
の
法
律
の
定
め

に
従
い
非
公
開
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
件
は
、
即
時
抗
告
に
よ
り
不
利
益
変
更
を
受
け
た
当
審
抗
告

人
に
即
時
抗
告
の
抗
告
状
等
の
送
付
・
送
達
が
な
く
反
論
の
機
会
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
案
件
で
あ
っ
て
、
真

の
争
点
は
憲
法
八
二
条
の
公
開
原
則
の
問
題
と
は
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
」。
そ
の
う
え
で
、「
憲
法
八
二
条
が
要
求
す
る
公
開
の
対
象
と

な
る
事
件
の
範
囲
を
区
切
る
基
準
（
同
条
二
項
で
は
、
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
非
公
開
と
す
る
例
外
的
処
理
の
途
も
認
め
ら
れ
て
い
る
）
と
憲
法
三
二
条

が
要
求
す
る
審
問
請
求
権
な
い
し
手
続
保
障
の
適
用
範
囲
を
区
切
る
基
準
と
は
同
一
と
は
限
ら
な
い
」
と
し
て
、
憲
法
八
二
条
が
関
係
し
な

い
憲
法
三
二
条
独
自
の
領
域
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
那
須
反
対
意
見
は
、「『
純
然
た
る
訴
訟
事
件
』
以
外
に
も
乙
類
審
判
事
件
を
中
心

に
し
て
憲
法
三
二
条
の
審
問
請
求
権
な
い
し
手
続
保
障
の
対
象
と
な
る
べ
き
類
型
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
く
、
こ
の
点
に

関
す
る
か
ぎ
り
、
昭
和
三
五
年
最
高
裁
決
定
は
い
ず
れ
当
審
に
お
い
て
変
更
さ
れ
る
べ
き
」
と
明
言
し
て
い
る
。

（
三
）
憲
法
七
六
条
一
項
＝
裁
判
所
法
三
条
一
項
＝
憲
法
三
二
条
に
憲
法
八
二
条
一
項
を
接
続
さ
せ
る
四
位
一
体
的
な
判
例
理
論
か
ら
は
、

非
訟
事
件
に
つ
い
て
憲
法
上
の
手
続
保
障
は
ま
っ
た
く
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
問
題
は
な
い
の
で
あ
ろ
う（

２
）か

。
法
廷
意
見

も
原
審
の
手
続
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
は
審
理
不
尽
、
裁
量
権
の
逸
脱
に
よ
る
手
続
の
違
法
の
問
題
で
あ
っ（

３
）て

、
憲
法

上
の
問
題
で
は
な
い
か
ら
、
特
別
抗
告
の
理
由
に
な
ら
な
い
と
見
て
い
る
。
職
権
主
義
、
裁
量
主
義
を
基
調
と
す
る
家
事
審
判
手
続
に
あ
っ

て
は
、
審
問
請
求
権
（
法
的
聴
聞
権
）
は
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
本
件
事
案
の
よ
う
に
、
非
訟
事
件
に
も
争
訟
性
の
強
い

も
の
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
、
審
問
請
求
権
（
法
的
聴
聞
権
）
が
憲
法
三
二
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
余
地
は
あ
る
と

思
う
。
権
利
論
的
構
成
を
採
ら
ず
裁
判
所
側
の
裁
量
を
も
っ
ぱ
ら
重
視
す
る
こ
と
は
、
家
事
審
判
手
続
を
利
用
す
る
側
の
視
点
を
十
分
に
汲

む
も
の
で
は
な
い
だ
ろ（

４
）う

。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
四
位
一
体
的
構
成
を
採
る
最
高
裁
判
例
に
遡
っ
て
、
検
討
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。



論　　　説

北法61（2・16）560

２　

最
高
裁
平
成
二
一
年
一
月
二
七
日
第
三
小
法
廷
決（

５
）定

（
一
）
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
第
一
項
は
、「
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に
係
る
訴
訟
」
に
お
い
て
、
営
業
秘
密
を
含
む
準
備
書
面

や
証
拠
に
つ
い
て
、
当
該
訴
訟
の
追
行
の
目
的
以
外
の
目
的
で
使
用
し
、
又
は
訴
訟
関
係
人
以
外
の
者
に
開
示
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
裁
判

所
が
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
規
定
す（

６
）る

。
そ
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
上
記
秘
密
保
持
命
令
を
受
け
た
者
が
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、

五
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
特
許
法
二
〇
〇
条
の
二
等
）。

　

Ａ
社
（
債
権
者
）
は
、
Ｘ
に
よ
る
液
晶
テ
レ
ビ
及
び
液
晶
モ
ニ
タ
ー
の
輸
入
、
販
売
等
が
Ａ
社
の
特
許
権
を
侵
害
す
る
と
し
て
そ
の
差
止

め
等
を
求
め
た
（
以
下
、「
本
件
仮
処
分
事
件
」
と
い
う
）。
本
件
仮
処
分
事
件
に
お
い
て
、
Ｘ
は
、
Ａ
社
の
代
理
人
で
あ
る
Ｙ１
ら
が
提
出
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
準
備
書
面
等
に
Ｘ
の
保
有
す
る
営
業
秘
密
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
Ｙ１
ら
五
名
を
相
手
方
と
し
て
秘
密
保
持
命
令

の
申
立
て
を
行
っ
た
。
本
件
で
は
、
特
許
権
等
の
侵
害
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
事
件
に
お
い
て
、
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
第
一
項
に
基
づ

く
秘
密
保
持
命
令
の
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
、
が
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
東
京
地
裁
は
、「
特
許
権
侵
害
差
止
等
請
求
訴
訟
を
本
案
と
す
る
仮
の
地
位
を
定
め
る
仮
処
分
の
発
令
に
関
す
る
手
続
で
あ
る
か
ら

と
言
っ
て
、
特
許
権
の
侵
害
に
係
る
『
訴
訟
』
と
同
視
し
う
る
手
続
で
あ
る
と
直
ち
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
り
、
ま
た
、「
本

件
の
基
本
事
件
に
お
い
て
、
申
立
人
主
張
の
本
件
各
情
報
に
つ
き
秘
密
保
持
命
令
を
認
め
な
け
れ
ば
、
著
し
く
不
合
理
な
結
果
を
招
く
こ
と

に
な
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
も
認
め
ら
れ
な（

７
）い

」
と
し
て
、
Ｘ
の
秘
密
保
持
命
令
の
申
立
て
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

知
財
高
裁
も
Ｘ
の
申
立
て
を
認
め
な
か
っ（

８
）た

。
知
財
高
裁
は
、「
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
第
一
項
に
い
う
『
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の

侵
害
に
係
る
訴
訟
』
に
本
件
特
許
権
仮
処
分
命
令
申
立
事
件
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
秘
密
保
持
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
含
ま

れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
秘
密
保
持
命
令
を
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
」
と
し
た
う
え
で
、「
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
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に
係
る
訴
訟
」
と
は
本
案
訴
訟
の
み
で
あ
っ
て
特
許
権
仮
処
分
命
令
事
件
は
含
ま
れ
な
い
と
判
示
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

特
許
法
一
〇
五
条
の
四
第
一
項
は
「
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に
係
る
訴
訟
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
お
り
、「
こ
れ
に
民
事
保

全
法
と
い
う
、
民
事
訴
訟
法
と
は
別
個
の
手
続
法
で
運
営
さ
れ
る
仮
処
分
手
続
を
含
む
と
解
す
る
こ
と
は
、
法
の
名
宛
人
で
あ
る
国
民
の
立

場
か
ら
す
る
と
、
相
当
の
困
難
を
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
」。
つ
ま
り
、「
民
事
保
全
法
の
適
用
さ
れ
る
民
事
保
全
手
続
に
お
い
て
は
、
訴
訟
の

よ
う
に
公
開
の
法
廷
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
必
須
の
要
件
で
は
な
く
（
任
意
的
口
頭
弁
論
、
民
事
保
全
法
三
条
）、
非
公
開
で
審
理
さ
れ
る
の
が

通
例
で
あ
り
、
ま
た
本
件
の
よ
う
な
仮
地
位
仮
処
分
事
件
で
あ
る
重
大
な
事
案
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
審
尋
の
手
続
を
経
る
こ
と
が
絶
対
的

な
条
件
で
は
な
く
、
仮
処
分
申
立
て
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
を
審
尋
す
る
こ
と
な
く
仮

処
分
命
令
を
発
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
こ
と（
二
三
四
条
四
項
）、仮
処
分
に
お
け
る
証
拠
方
法
及
び
心
証
の
程
度
は
疎
明
で
あ
っ
て（
一
三
条
）、

裁
判
所
は
、
即
時
に
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
調
べ
し
か
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
（
七
条
、
民
訴
法
一
八
八
条
）、
仮
処
分
命
令
は

暫
定
的
な
命
令
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
裁
判
所
は
債
権
者
に
担
保
を
立
て
さ
せ
て
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
通
例
と
し
て
い
る
こ
と
等
の
、

本
案
訴
訟
と
は
異
な
る
事
情
が
あ
る
」。

　

加
え
て
、
知
財
高
裁
は
、「
立
法
者
に
お
い
て
秘
密
保
持
命
令
の
制
度
を
本
件
の
よ
う
な
仮
処
分
手
続
に
も
適
用
が
あ
る
と
考
え
た
の
で

あ
れ
ば
」、
そ
の
た
め
の
規
定
を
も
う
け
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
秘
密
保
持
命
令
制
度
は
、
懲
役
刑
を
含
む
刑

罰
に
よ
る
抑
止
力
を
も
っ
て
秘
密
保
持
の
実
効
性
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
民
事
保
全
手
続
に
も
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
の
適
用
を

肯
定
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
否
定
し
た
場
合
に
比
し
処
罰
範
囲
の
拡
大
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
刑
罰
法
規
の
謙
抑
性
及
び
明
確

性
の
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
実
質
的
に
処
罰
範
囲
の
拡
大
を
招
来
す
る
法
解
釈
は
差
し
控
え
る
べ
き
」
と
判
示
し
て
い
る
。

（
三
）
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
特
許
権
等
の
侵
害
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
事
件
に
お
い
て
も
秘
密
保
持
命
令
の
申
立
て
が
許
さ

れ（
９
）る

、
と
判
示
す
る
。
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ま
ず
、
秘
密
保
持
命
令
の
趣
旨
に
つ
い
て
、「
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に
係
る
訴
訟
に
お
い
て
、
提
出
を
予
定
し
て
い
る
準
備

書
面
や
証
拠
の
内
容
に
営
業
秘
密
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
営
業
秘
密
を
保
有
す
る
当
事
者
が
、
相
手
方
当
事
者
に
よ
り
こ
れ
を
訴
訟

の
追
行
の
目
的
以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ
、
又
は
第
三
者
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
活
動
に
支
障
を
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
危
ぐ
し
て
、
当
該
営
業
秘
密
を
訴
訟
に
顕
出
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
、
十
分
な
主
張
立
証
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
事
態
が
生
じ
得
る
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
保
持
命
令
は
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
特
許
権
又
は

専
用
実
施
権
の
侵
害
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
事
件
は
、仮
処
分
命
令
の
必
要
性
の
有
無
と
い
う
本
案
訴
訟
と
は
異
な
る
争
点
が
存
す
る
が
、

そ
の
他
の
点
で
は
本
案
訴
訟
と
争
点
を
共
通
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
営
業
秘
密
を
保
有
す
る
当
事
者
に
つ
い
て
、
上
記
の
よ
う
な

事
態
が
生
じ
得
る
こ
と
は
本
案
訴
訟
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
秘
密
保
持
命
令
の
制
度
が
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」。

　

さ
ら
に
、「
特
許
法
に
お
い
て
は
、『
訴
訟
』
と
い
う
文
言
が
、
本
案
訴
訟
の
み
な
ら
ず
、
民
事
保
全
事
件
を
含
む
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
（
同
法
五
四
条
二
項
、
一
六
八
条
二
項
）、
上
記
の
よ
う
な
秘
密
保
持
命
令
の
制
度
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
特
許
権
又
は
専
用
実

施
権
の
侵
害
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
事
件
は
、
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
第
一
項
柱
書
き
本
文
に
規
定
す
る
『
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の

侵
害
に
係
る
訴
訟
』
に
該
当
し
、
上
記
仮
処
分
事
件
に
お
い
て
も
、
秘
密
保
持
命
令
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」。

（
四
）
最
高
裁
は
、
①
仮
処
分
事
件
で
も
秘
密
保
持
命
令
の
必
要
性
が
存
在
す
る
こ
と
、
及
び
、
②
特
許
法
に
お
い
て
は
「
訴
訟
」
と
い
う

文
言
が
民
事
保
全
事
件
を
含
む
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
、
根
拠
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
①
に
つ
い
て
知
財
高
裁
が
見

落
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
知
財
高
裁
は
、「
特
許
権
仮
処
分
命
令
手
続
に
も
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
等
の
定
め
る
秘
密
保
持
命
令
制
度
の

適
用
が
あ
る
旨
及
び
そ
れ
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
の
不
都
合
」
を
抗
告
人
は
強
く
主
張
す
る
が
、「
立
法
論
」
と
し
て
な
ら
と
も
か
く
法
解

釈
と
し
て
は
困
難
と
判
示
し
て
い
る
。
手
続
保
障
や
刑
罰
法
規
の
謙
抑
性
や
明
確
性
の
趣
旨
に
鑑
み
、
仮
処
分
手
続
と
本
案
手
続
の
構
造
的
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差
違
は
大
き
い
と
知
財
高
裁
は
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
、
特
許
法
五
四
条
二
項
は
、「
訴
え
の
提
起
又
は
仮
差
押
命
令
若
し
く
は
仮
処
分
命
令
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
査
定
が
確
定
す
る
ま
で
そ
の
訴
訟
手
続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す

る
か
ら
、
訴
訟
手
続
に
は
「
仮
処
分
命
令
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
」
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
特
許
法
五
四
条
二
項
の
「
訴
訟
」
規
定
の

存
在
を
東
京
地
裁
及
び
知
財
高
裁
は
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
京
地
裁
知
財
部
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
は
、「
訴
訟
」（
特
許
法

一
〇
五
条
の
四
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
言
上
、
仮
処
分
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
東
京
地
裁
決
定
は
、「
そ
の
よ
う

な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
決
定
」
で
あ
っ

（
（（
（

た
。
ま
た
本
件
知
財
高
裁
決
定
に
つ
い
て
の
解
説
も
、
特
許

法
に
も
と
づ
く
「
秘
密
保
護
の
制
度
は
『
訴
訟
』（
公
開
が
憲
法
上
の
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
八
二
条
一
項
）
を
前
提
と
し
、
文
言
上
も
『
特
許

権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に
係
る
訴
訟
』
に
お
い
て
と
し
て
『
訴
訟
』
を
前
提
と
す
る
規
定
振
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
少

な
く
と
も
立
法
者
と
し
て
は
本
規
定
が
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
民
事
保
全
事
件
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

（
（（
（

る
。

　

民
事
保
全
法
は
、
民
事
保
全
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て
「
決
定
主
義
」
を
採
用
し
、
口
頭
弁
論
ま
た
は
審
尋
の
期
日
を
開
く
か
ど
う
か
を

裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
（
三
条
）。
ま
た
、
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
公
開
・
対
審
・
判
決
が
憲
法
三
二
条
及
び
八
二
条
の
要
求
す
る
と

こ
ろ
と
最
高
裁
判
例
は
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
最
高
裁
判
例
か
ら
す
る
と
、
東
京
地
裁
及
び
知
財
高
裁
決
定
も
理
由
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
②
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
判
示
は
形
式
的
で
あ
っ
て
、
従
来
の
最
高
裁
判
例
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い

点
は
、
説
明
不
足
の
感
が
拭
え
な

（
（（
（

い
。

３　

射
程
の
限
定
さ
れ
た
判
例
理
論
と
自
由
な
立
法
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四
位
一
体
的
判
例
理
論
に
よ
れ
ば
、
憲
法
規
定
が
登
場
す
る
場
面
は
限
定
的
で
あ
る
。
非
訟
事
件
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障

が
な
い
と
な
れ
ば
、
立
法
は
憲
法
規
定
の
直
接
の
縛
り
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
裁
判
所
側
の
裁
量
権
の
行
使
の
場
面
で
、
当
事
者
ら
の
意

見
表
明
に
つ
い
て
一
定
の
配
慮
を
す
る
こ
と
を
命
じ
る
規
定
を
設
け
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
が
「
訴
訟
事
件
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
仮
処
分
に
お
け
る
手
続
保
障
も
「
訴
訟
事
件
」
と
し
て

原
則
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、
知
財
高
裁
決
定
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
民
事
保
全
法
の
適
用
さ
れ
る
民
事
保
全
手
続

に
お
い
て
は
、
訴
訟
の
よ
う
に
公
開
の
法
廷
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
必
須
の
要
件
で
は
な
く
（
任
意
的
口
頭
弁
論
、
民
事
保
全
法
三
条
）、
非
公

開
で
審
理
さ
れ
る
の
が
通
例
」
で
あ
り
、
訴
訟
事
件
に
と
っ
て
は
「
例
外
」
で
あ
る
手
続
保
障
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
知
財
高

裁
が
あ
げ
る
、「
仮
処
分
申
立
て
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
を
審
尋
す
る
こ
と
な
く
仮
処

分
命
令
を
発
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
こ
と
（
二
三
四
条
四
項
）、仮
処
分
に
お
け
る
証
拠
方
法
及
び
心
証
の
程
度
は
疎
明
で
あ
っ
て
（
一
三
条
）、

裁
判
所
は
、
即
時
に
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
調
べ
し
か
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
（
七
条
、
民
訴
法
一
八
八
条
）」
な
ど
の
本
案
訴

訟
と
の
違
い
は
、
訴
訟
事
件
の
概
念
を
維
持
す
る
こ
と
を
難
し
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
、
憲
法
が
規
定
す
る
「
司
法
権
」（
七
六
条
一
項
）、
及
び
「
裁
判
」（
三
二
、八
二
条
な
ど
）
に
立
ち
返
っ
て
検

討
を
進
め
る
必
要
性
に
思
い
至
る
。
憲
法
七
六
条
一
項
と
三
二
条
の
表
裏
一
体
的
構
成
や
訴
訟
非
訟
の
二
元
的
把
握
な
ど
を
提
示
し
て
き
た

最
高
裁
判
例
の
批
判
的
検
討
こ
そ
が
、
も
つ
れ
た
糸
を
解
く
鍵
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
判
例
時
報
二
〇
一
一
号
一
一
六
頁
。
判
例
評
釈
と
し
て
、
宍
戸
常
寿
「
非
訟
事
件
に
お
け
る
審
尋
請
求
権
と
憲
法
三
二
条
」
判
例
セ
レ
ク
ト

二
〇
〇
八
（
法
学
教
室
三
四
二
号
別
冊
）（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
頁
、
垣
内
秀
介
「
抗
告
審
に
お
け
る
手
続
保
障
と
憲
法
三
二
条
」『
平
成
二
〇
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年
度
重
要
判
例
解
説
』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
六
号
）（
二
〇
〇
九
年
）
一
五
五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
２
）
破
産
法
に
お
け
る
破
産
者
の
免
責
に
関
す
る
裁
判
手
続
に
つ
い
て
、山
本
弘
が
、最
高
裁
判
決
の
採
る
訴
訟
非
訟
二
分
論
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

「
現
行
法
の
決
定
手
続
が
破
産
債
権
者
に
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
実
質
的
に
保
障
し
た
も
の
と
い
え
る
か
否
か
を
直
截
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、判
断
す
べ
き
」
と
、注
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
山
本
弘
「
時
の
判
例　

破
産
法
に
お
け
る
破
産
者
の
免
責
の
裁
判
と
憲
法
三
二
条
」

法
学
教
室
一
三
四
号
（
一
九
九
一
年
）
七
七
頁
。

（
３
）「
判
例
解
説
」
判
例
時
報
二
〇
一
一
号
一
一
七
頁
。

（
４
）
司
法
制
度
が
「
国
民
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
国
民
の
視
点
か
ら
、
こ
れ
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
司
法
の
機
能
を
充
実
強
化
す

る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
す
る
「
司
法
制
度
改
革
推
進
計
画
」
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
が
改
め
て
思
い
返
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
参
照
、
笹
田
・

前
掲
一
注
（
８
）
二
九
六
頁
）

（
５
）
判
例
時
報
二
〇
三
五
号
一
二
七
頁
。

（
６
）
参
照
、
近
藤
昌
昭
・
齋
藤
友
嘉
『
知
的
財
産
関
係
二
法
／
労
働
審
判
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
四
年
）
三
八
頁
以
下
。

（
７
）
判
例
時
報
二
〇
一
五
号
一
三
二
頁
。

（
８
）
判
例
時
報
二
〇
一
五
号
一
二
七
頁
。

（
９
）
判
例
時
報
二
〇
三
五
号
一
二
七
頁
。

（
10
）（
11
）
判
例
時
報
二
〇
一
五
号
一
二
七
頁
。

（
12
）
本
件
最
高
裁
決
定
に
つ
い
て
、
最
高
裁
が
あ
げ
た
②
は
「
説
得
力
を
欠
く
」
が
、「
①
の
実
質
的
理
由
に
基
づ
い
て
条
文
の
文
理
を
超
え
た
法

創
造
を
行
っ
た
」
と
す
る
見
方
も
だ
さ
れ
て
い
る
（
安
達
栄
司
「
民
事
判
例
研
究　

特
許
権
等
の
侵
害
差
止
仮
処
分
事
件
に
お
け
る
秘
密
保
持

命
令
（
特
許
法
一
〇
五
条
の
四
）
の
申
立
て
の
許
否
」
金
融
・
商
事
判
例
一
三
二
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
九
頁
）。
そ
の
う
え
で
、
最
高
裁
が

詳
述
す
る
実
質
的
理
由
は
説
得
力
が
あ
り
、
ま
た
「
特
許
紛
争
に
お
け
る
仮
処
分
命
令
の
重
大
な
影
響
力
に
鑑
み
て
も
、
仮
処
分
事
件
の
審
尋

に
お
い
て
秘
密
保
持
命
令
の
必
要
性
を
否
定
す
る
よ
う
な
積
極
的
理
由
も
見
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
、「
本
決
定
の
結
論
は
妥
当
」
と
す
る
（
安

達
前
掲
）。
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三　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
判
権
概
念
の
混
迷

１　

比
較
の
対
象
と
し
て
の
ド
イ
ツ

（
一
）
わ
が
国
に
お
け
る
訴
訟
事
件
と
非
訟
事
件
の
併
置
は
、「
明
治
期
に
お
け
る
近
代
裁
判
制
度
の
構
築
に
際
し
て
ド
イ
ツ
法
制
を
継
受

し
た
も
の
で
あ（

１
）る

」。
ま
た
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
制
度
は
ド
イ
ツ
の
そ
れ
を
継
受
し
た
も
の
で
あ
り
（
一
八
九
〇
年
民
事
訴
訟
法
）、
仮
差
押

え
及
び
仮
処
分
は
当
初
、
民
事
訴
訟
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
一
年
に
、
民
事
訴
訟
法
と
は
別
に
民
事
保
全
法
に
お
い
て
一
体

的
に
整
備
さ
れ（

２
）た

。
さ
ら
に
、
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
も
ド
イ
ツ
の
一
定
の
影
響
は
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
と
り
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
裁
判
権
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
な
か
で
仮
の
救
済
や
非
訟
事
件
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
一
つ
の
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
日
本
国
憲
法
七
六
条
一
項
の
規
定
す
る
「
司
法
権
」
が
（
ボ
ン
）
基
本

法
九
二
条
「
裁
判
（Rechtsprechung

）」
と
同
一
視
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
基
本
法
九
三
条
が
抽
象
的
規
範
統
制
を
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権

限
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ（

３
）る

。
ド
イ
ツ
を
比
較
検
討
の
対
象
と
す
る
に
つ
い
て
は
、
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
抑
制
が
求
め
ら
れ

る
（
こ
の
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
司
法
権
を
対
照
す
る
場
合
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
同
様
で
あ
ろ
う
。）。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
裁
判
（
権
）」（
基
本
法
九
二
条
）
と
仮
の
救
済
及
び
非
訟
事
件
の
検
討
に
先
立
ち
、
裁
判
概
念
に
つ
い
て
の
判
例
・

学
説
の
状
況
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。
基
本
法
九
二
条
の
規
定
す
る
「
裁
判
」
概
念
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

一
九
六
七
年
の
決（

４
）定

で
、「
学
説
で
は
、“
裁
判
権
”の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
は
ま
っ

た
く
収
束
し
て
い
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
ト
ー
マ
、
フ
リ
ー
ゼ
ン
ハ
ー
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ア
ル
ン
ト
と
い
っ
た
公
法
お
よ

び
民
訴
法
の
名
だ
た
る
研
究
者
の
学
説
を
取
り
上
げ
、「
こ
れ
ら
の
学
説
は
確
か
に
、
実
質
的
意
味
の
裁
判
概
念
の
本
質
的
諸
要
素
を
明
ら
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か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
概
念
の
全
内
容
を
包
含
し
て
い
な
い
し
、
非
裁
判
的
な
国
家
活
動
に
対
す
る
明
確
な
限
界
を
示
し
て
も
い
な
い
」

と
断
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
実
質
的
意
味
の
裁
判
」
と
し
て
、
出
訴
保
障
や
裁
判
官
留
保
、「
裁
判
の
伝

統
的
な
核
心
領
域
」
で
あ
る
「
民
事
司
法
お
よ
び
刑
事
裁
判
権
」
を
あ
げ
る
こ
と
で
済
ま
せ
た
。
そ
の
後
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
二
〇
〇
一

年
決
定
に
お
い
て
も
、「
裁
判
権
の
概
念
は
憲
法
裁
判
に
よ
っ
て
終
局
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
が
、
一
方
で
、
立
法
に
よ
る
裁

判
権
限
の
創
出
に
憲
法
的
意
味
を
与
え
る
「
機
能
的
意
味
の
裁
判
」
を
展
開
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
即
ち
、「
本
来
実
質
的
な
裁
判
概
念
に

は
属
し
て
い
な
い
事
項
領
域
に
対
し
て
立
法
者
が
機
能
的
に
見
て
裁
判
権
に
の
み
帰
属
し
う
る
形
態
を
与
え
た
場（

５
）合

」
も
、
そ
れ
は
基
本
法

九
二
条
の
裁
判
に
含
ま
れ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ア
ハ
タ
ー
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
、
一
九
八
五
年
の
論
文
「『
実
質
的
意
味
に
お
け
る
裁
判
』
概（

６
）念

」
の
な
か
で
、
基
本
法
下
で

主
張
さ
れ
て
い
る
定
義
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
一
五
の
学
説
は
い
ず
れ
も
通
説
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
実
質
的
意
味

の
裁
判
」
概
念
を
規
定
す
る
際
に
、
多
く
の
学
説
が
採
っ
て
い
た
係
争
決
定
あ
る
い
は
決
定
の
拘
束
性
の
フ
ァ
ク
タ（

７
）ー

か
ら
離
脱
し
、「
法

の
実
効
性
の
た
め
に
広
範
に
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
公
正
さ
の
下
で
の
法
の
統
制
」
と
裁
判
を
定
義
す
る
「
機
能
的

－

組
織
的
裁
判
概（

８
）念

」

も
、
有
力
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
基
本
法
が
憲
法
裁
判
所
を
設
け
、
抽
象
的
規
範
統
制
や
機
関
争
訟
な
ど
司
法
の
担
う
役
割
が
多
種
多
様

で
あ
る
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
が
、「
裁
判
」
概
念
の
混
迷
は
収
束
す
る
気
配
は
な
い
。

２　

連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
六
七
年
決
定

（
一
）
本
件
事
案
で
は
、
税
法
違
反
の
際
に
財
政
官
庁
が
罰
金
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
た
一
九
一
九
年
九
月
一
三
日
の
ラ
イ

ヒ
公
課
令
が
基
本
法
九
二
条
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
は
基
本
法
九
二
条
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の
意
味
に
お
け
る
裁
判
権
の
行
使
と
判
示
し
、
ラ
イ
ヒ
公
課
令
は
基
本
法
と
合
致
せ
ず
無
効
と
し
て
い（

９
）る

。
こ
の
決
定
で
興
味
深
い
の
は
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
学
説
に
よ
る
「
裁
判
権
」
の
定
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
学
説
で
は
、“
裁
判
権
”
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
収
束
し
て
い

な
い
。
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
訴
訟
と
は
、
既
判
力
の
惹
起
に
向
け
ら
れ
た
手
続
で
あ
る
と
唱
え
る
が
（D

er Prozeß als Rechtslage, 

1925, S.151ff.

）、
そ
れ
は
、
い
か
な
る
法
律
上
の
事
件
が
既
判
力
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
か
、
そ
れ
ゆ
え
、
い
か
な
る
法
律
上

の
事
件
が
裁
判
権
に
属
す
る
か
、
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
裁
判
権
は
確
証
を
得
る
た
め
に
事
実
及
び
法
に
つ
い
て
の
審
査
を
通
じ
て

既
判
力
を
生
み
出
す
決
定
で
あ
る
、
と
す
る
ア
ル
ン
ト
の
見
解
（Festgabe für Carlo Schm

idt, S.5 [10bis15]

）
も
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
説

に
連
な
る
が
、
い
か
な
る
事
案
で
こ
の
審
査
が
必
要
か
と
い
う
問
い
に
は
答
え
て
い
な
い
。
ト
ー
マ
は
、
裁
判
と
は
、“
個
別
的
事
案
で
具

体
的
事
実
に
現
行
法
を
適
用
す
る
こ
と
で
何
が
法
で
あ
る
か
を
、
国
家
的
権
威
が
独
立
し
て
言
渡
す
こ
と
”
と
定
義
づ
け
る
が
（H

andbuch 

des D
eutschen Staatsrechts, Bd.2 S.108 [129]

）、
そ
れ
は
、
法
治
国
に
お
い
て
、
行
政
も
法
律
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
の
異
論
に
逢
着
す
る
。

…
…
裁
判
は
権
威
的
権
力
を
も
っ
た
独
立
の
第
三
者
に
よ
る
法
律
上
の
係
争
を
決
定
す
る
た
め
の
法
適
用
で
あ
る
、
と
す
る
フ
リ
ー
ゼ
ン

ハ
ー
ン
の
主
張
（Festschrift für T

hom
a, S.21f.

）
は
、
刑
事
裁
判
権
、
非
訟
裁
判
権
の
一
部
、
規
範
統
制
の
よ
う
な
、
伝
統
的
に
裁
判
に
数

え
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
領
域
を
包
含
し
て
い
な
い
。
他
方
で
、
行
政
庁
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
法
律
上
の
争
い
も
存
在
す

（
（（
（

る
」。

（
二
）
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
九
二
条
は
裁
判
官
に
“
裁
判
権
”
と
し
て
何
を
委
ね
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
以
上
の

学
説
は
何
ら
解
答
を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
。「
こ
れ
ら
の
学
説
は
確
か
に
、
実
質
的
意
味
の
裁
判
概
念
の
本
質
的
諸
要
素
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、
こ
の
概
念
の
全
内
容
を
包
含
し
て
い
な
い
し
、
非
裁
判
的
な
国
家
活
動
に
対
す
る
明
確
な
限
界
を
示
し
て
も
い
な

（
（（
（

い
」
と
判
示

す
る
。
そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
解
答
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
憲
法
構
造
の
な
か
で
基
本
法
九
二
条
が

持
つ
意
味
、
あ
る
い
は
基
本
法
九
二
条
と
他
の
憲
法
規
定
と
の
関
連
に
検
討
対
象
を
広
げ
る
こ
と
に
打
開
策
を
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、
基
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本
法
が
様
々
な
条
文
で
定
め
る
裁
判
所
の
管
轄
権
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
管
轄
権
（
基
本
法
九
三
、九
九
、一
〇
〇
な
ら
び
に
一
八
、二
一
条
二
項
、
四
一
条
二
文
、
八
四
条
四
項
、
九
八
、一
二
六
条
）、
公
権
力
に
よ
る
侵
害
に
際

し
て
の
、
裁
判
所
に
よ
る
例
外
な
き
事
後
の
匡
正
的
権
利
保
護
（
基
本
法
一
九
条
四
項
）、
お
よ
び
、
自
由
剥
奪
の
命
令
に
つ
い
て
の
裁
判
官

の
独
占
的
管
轄
（
基
本
法
一
〇
四
条
二
項
及
び
三
項
）
を
あ
げ
、
さ
ら
に
、
住
居
捜
索
命
令
（
基
本
法
一
三
条
二
項
）、
公
用
収
用
に
係
る
補
償
（
基

本
法
一
四
条
三
項
四
文
）、
社
会
化
（Sozialisierung

）
の
た
め
の
補
償
（
基
本
法
一
五
条
二
文
）、
職
務
責
任
（
基
本
法
三
四
条
三
項
）、
連
邦
に
お
け

る
最
高
裁
判
所（
基
本
法
九
五
条
）な
ど
の
基
本
法
所
定
の
個
別
的
指
示
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
規
定
に
も
と
づ
く
裁
判
所
の
作
用
は
、

裁
判
所
に
の
み
留
保
さ
れ
て
お
り
、「
実
質
的
意
味
の
裁
判
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。「
伝
統
的
に
、
裁
判
所
の
最
も
重
要
な
任
務
、
換
言
す

れ
ば
、
侵
害
の
重
大
さ
の
故
に
、
そ
し
て
国
民
の
法
的
地
位
に
対
す
る
そ
の
意
義
の
故
に
、
裁
判
手
続
の
保
障
を
最
も
真
剣
に
必
要
と
す
る

任
務
は
、
そ
れ
ゆ
え
す
で
に
、
他
の
箇
所
で
憲
法
に
よ
り
裁
判
権
に
配
分
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
憲
法
で
明
示
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
任
務
」
の
範
囲
を
超
え
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
基
本
法
九
二
条
に
よ
る
と
、

な
お
別
の
任
務
が
裁
判
に
属
す
る
」
と
判
示
す
る
。
そ
れ
が
、
基
本
法
は
明
示
的
に
規
定
し
て
い
な
い
が
、「
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
」

で
あ
る
「
民
事
司
法
お
よ
び
刑
事
裁
判
権
」
で
あ
る
。
確
か
に
個
別
事
案
に
お
い
て
核
心
領
域
の
正
確
な
確
定
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、

憲
法
制
定
者
が
民
事
司
法
お
よ
び
刑
事
裁
判
権
を
裁
判
権
に
算
入
し
て
い
る
こ
と
は
疑
わ
れ
え
な
い
、
と
判
示
し
て
い

（
（（
（

る
。

３　

ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
に
よ
る
「
実
質
的
意
味
の
裁
判
」
概
念
の
構
築

（
一
）
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
所
管
轄
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
、
裁
判
権
概
念
に
つ
い
て
の
従
来
の
理
論
に
存
在
し
て
い
た
欠
陥
を
何

ら
修
復
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
一
九
六
七
年
決
定
を
批
判
す
る
。
と
い
う
の
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
列
記
さ
れ
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て
い
る
諸
機
能
の
な
か
で
共
通
と
な
る
も
の
を
取
り
出
す
こ
と
を
試
み
て
い
な

（
（（
（

い
」
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

と
同
様
、
基
本
法
九
二
条
を
、「
独
立
し
て
で
は
な
く
、
九
章
の
文
脈
の
な
か
で
、
そ
し
て
司
法
に
関
わ
る
基
本
法
の
数
多
く
の
他
の
条
項

の
な
か
で
解
読
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
基
本
法
の
権
力
分
立
の
な
か
で
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

（
（（
（

い
」
と
す
る
。
そ

し
て
、
基
本
法
九
七
条
一
項
が
規
定
す
る
「
裁
判
官
の
独
立
」
に
注
目
し
て
い
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
基
本
法
九
二
条
一
項
の
意
味
に
お

け
る
裁
判
と
は
、「
法
律
上
の
争
い
に
つ
い
て
の
、
係
争
対
象
に
関
与
し
て
い
な
い
者
に
よ
る
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
的
決

（
（（
（

定
」
と
す
る
。「
法
律

上
の
争
い
」
に
つ
い
て
の
「
決
定
」
の
他
に
、「
係
争
対
象
に
関
与
し
て
い
な
い
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。「
係
争
対
象
に
関
与
し
て
い

な
い
」
こ
と
は
、
裁
判
権
の
行
使
に
際
し
裁
判
官
が
中
立
的
な
第
三
者
を
務
め
る
こ
と
を
意
味
す

（
（（
（

る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
中
立
性
を
、「
裁

判
官
の
本
質
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
の
本
質
で
も
あ

（
（（
（

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
裁
判
の
中
立
性
か
ら
そ
の
受
動
性
が
帰
結
す

る
。
職
権
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
関
係
人
の
申
立
に
よ
っ
て
の
み
裁
判
権
は
活
動
す

（
（（
（

る
」。
そ
し
て
、
裁
判
権
及
び
そ
の
行
使
者
の
中
立
性

を
保
障
す
る
た
め
の
第
一
の
手
段
が
、
基
本
法
九
七
条
一
項
に
も
と
づ
く
裁
判
官
の
独
立
な
の
で
あ

（
（（
（

る
。

（
二
）
一
方
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
を
実
質
的
意
味
の
「
裁
判
」
か
ら
切
り
離
し
て
い
る
。「
民
事
あ
る
い
は

労
働
裁
判
所
に
よ
る
、
仮
の
差
し
押
さ
え
や
仮
処
分
は
、
請
求
権
及
び
そ
の
危
殆
化
に
つ
い
て
、
立
証
ま
で
必
要
と
さ
れ
ず
疎
明
で
足
り
る

簡
略
な
審
査
に
も
と
づ
き
出
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
簡
略
な
仮
差
押
え
手
続
は
、判
決
手
続
で
は
な
い
。
そ
の
手
続
で
は
、裁
判
で
は
な
く
、

警
察
作
用
（Rechtspolizei

）
あ
る
い
は
予
防
的
な
民
事
司
法
が
行
わ
れ
て
い

（
（（
（

る
」。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の
見
解
は
、
仮
処
分
は
争
い
の
あ
る
法

関
係
を
暫
定
的
に
規
律
す
る
も
の
で
、そ
の
手
続
も
簡
略
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、行
政
と
裁
判
を
区
別
す
る
際
に
、

裁
判
所
の
「
決
定
」
に
は
、
中
心
的
機
能
と
し
て
法
状
態
に
つ
い
て
の
最
終
的
に
拘
束
力
を
持
っ
た
解
明
が
“
委
ね
ら
れ
て
い
る
”
と
述
べ

て
お
り
、（
前
者
の
）
仮
処
分
の
暫
定
性
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
「
手
続
の
簡
略
さ
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の

あ
ら
ゆ
る
活
動
が
裁
判
な
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
が
自
ら
に
課
さ
れ
た
任
務
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
方
式
（die A

rt und 
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W
eise

）、
換
言
す
れ
ば
手
続
の
具
体
的
内
容
こ
そ
が
決
定

（
（（
（

的
と
の
理
解
が
背
景
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
政
に
よ
る
任
務
の
遂
行
方
法
と
は
異

な
っ
た
「
裁
判
に
と
っ
て
特
有
の
も

（
（（
（

の
」
な
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
非
訟
事
件
に
つ
い
て
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、「
非
訟
裁
判
権
の
典
型
的
事
項
」
は
裁
判
（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

憲
法
は
、
非
訟
事
件
を
裁
判
官
及
び
裁
判
所
に
留
保
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
な

（
（（
（

い
、
と
す
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
一
九
六
七
年
の
論
文
で
、

初
期
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
引
き
つ
つ
、「
裁
判
所
に
、
裁
判
と
は
異
な
る
任
務
を
立
法
者
が
委
ね
る
こ
と
を
、
基
本
法
九
二
条
も
、

ま
た
権
力
分
立
原
則
も
何
ら
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
非
訟
事
件
（BV

erfGE21, S.144

）、
そ
し
て
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮

処
分
や
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
（BV

erfGE9, S.97

）
は
、裁
判
と
は
異
な
る
任
務
な
の
で
あ

（
（（
（

る
、と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
、ベ
ッ
タ
ー

マ
ン
の
基
本
的
立
場
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
に
よ
る
仮
処
分
や
仮
の
救
済
の
憲
法
的
評
価
は
、
現
在
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
や
多
数
説
の
採
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

し
か
し
、「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
と
仮
処
分
・
仮
の
救
済
や
非
訟
事
件
の
関
係
を
示
す
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
有
用
で
あ
り
、
わ
が
国

の
判
例
理
論
や
学
説
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

４　

行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
及
び
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
の
憲
法
上
の
基
礎
づ
け

（
一
）ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
を「
裁
判
」か
ら
切
り
離
す
主
張
を
す
る
際
に
、「
こ
の
点
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
」

と
留
保
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
一
九
条
四
項
が
出
訴
保
障
の
み
な
ら
ず
実
効
的
権

利
保
護
を
も
保
障
す
る
と
の
解
釈
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
七
三
年
決

（
（（
（

定
に
よ
っ
て
採
ら
れ
、
仮
の
権
利
保
護
が
実
効
的
権
利
保
護
の
保
障

か
ら
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。
し
か
し
、
こ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
以
前
は
、
基
本
法
一
九
条
四
項
が
事
後
の
阻
止
的
な
権
利
保
護
に
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加
え
て
、
予
防
的
（
あ
る
い
は
仮
の
）
権
利
保
護
を
保
障
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、「
仮
の
権
利
保
護
あ

る
い
は
予
防
的
権
利
保
護
を
与
え
る
裁
判
官
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
実
質
的
意
味
の
裁
判
で
あ

（
（（
（

る
」
の
か
否
か
が
争
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

先
に
あ
げ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
六
七
年
決
定
は
、公
権
力
に
よ
る
侵
害
に
際
し
て
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
（
基
本
法
一
九
条
四
項
）

を
実
質
的
意
味
の
裁
判
と
解
し
た
。
こ
の
決
定
を
正
面
か
ら
誤
り
と
す
る
例
外
的
見

（
（（
（

解
を
別
に
し
て
も
、基
本
法
一
九
条
四
項
が（
事
後
的
な
）

阻
止
的
権
利
保
護
だ
け
で
な
く
、
予
防
的
あ
る
い
は
仮
の
権
利
保
護
を
も
保
障
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
一
九
六
七
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決

定
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
一
九
条
四
項
に
つ
い
て
は
、
事
後
の
阻
止
的
権
利
保
護
の
み
を
あ
げ
て
い
た
。）。
事
後
の
権

利
保
護
だ
け
を
保
障
す
る
と
解
す
る
学
説
と
し
て
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
コ
ッ
プ
及
び
エ
ッ
テ
ル
を
紹
介
し
て
い

（
（（
（

る
。
即
ち
、
コ
ッ
プ
は
、
基
本

法
一
九
条
四
項
の
出
訴
保
障
か
ら
の
帰
結
に
つ
い
て
論
ず
る
な
か
で
、「
裁
判
的
権
利
保
護
は
、
そ
の
本
質
に
よ
れ
ば
、
阻
止
的
な
も
の
に

す
ぎ
な

（
（（
（

い
」
と
述
べ
て
い
た
し
、エ
ッ
テ
ル
も
、「
行
政
裁
判
権
は
、そ
の
本
質
に
よ
れ
ば
、行
政
行
為
の
抑
制
と
匡
正
で
あ

（
（（
（

る
」
と
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
説
に
よ
れ
ば
、
仮
の
権
利
保
護
は
「
実
質
的
意
味
の
裁
判
」
で
は
な
く
、
仮
の
権
利
保
護
を
認
め
る
か
否
か
は
立
法
者
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、レ
ル
ヒ
ェ
は
夙
に
、「
基
本
法
一
九
条
四
項
は
、（
事
後
の
―
―
笹
田
）
阻
止
的
な
権
利
保
護
の
み
な
ら
ず
、

実
効
性
及
び
適
時
性
の
観
点
か
ら
、
予
防
的
な
権
利
保
護
を
も
保
障
す

（
（（
（

る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
レ
ル
ヒ
ェ
の
見
解
を
引
き

つ
つ
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
、
仮
の
権
利
保
護
な
ら
び
に
予
防
的
権
利
保
護
を
保
障
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
裁
判
官
の
活
動
は
、
実
質
的
意
味
の

裁
判
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

（
（（
（

る
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
七
三
年
決
定
で
、
基
本
法
一
九
条
四
項
が
出
訴
の
理
論
的
可
能
性
の
み
な
ら
な
ず
、
権
利
保
護
の
実
効
性
を

保
障
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、仮
の
権
利
保
護
の
要
請
を
引
き
出
し
て
い
る
。「
裁
判
所
が
行
政
処
分
の
違
法
性
の
審
査
を
終
え
る
前
に
、

行
政
庁
が
回
復
不
可
能
な
処
分
を
行
な
う
な
ら
ば
、
基
本
法
一
九
条
四
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る
包
括
的
か
つ
実
効
的
裁
判
保
護
は
空
虚
な
も

の
と
な
ろ

（
（（
（

う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
の
権
利
保
護
が
な
け
れ
ば
、
行
政
に
よ
り
既
成
事
実
が
創
出
さ
れ
、
も
は
や
本
案
判
決
に
よ
る
事
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後
的
な
権
利
救
済
は
不
可
能
に
な
る
。
先
ほ
ど
の
問
題
に
戻
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
基
本
法
一
九
条
四
項
か
ら
仮
の
権
利
保
護
を
引
き

出
し
た
こ
と
で
、
仮
の
権
利
保
護
は
「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

（
二
）
一
方
で
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
一
部
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
一
九
七
七
年
決

（
（（
（

定
が
認
め
た
と
す
る

も
の
も
あ
る

（
（（
（

が
、
こ
れ
は
、
社
会
裁
判
所
法
に
仮
命
令
の
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
行
政
裁
判
所
法
一
二
三
条
の
準
用
に
よ
っ
て
仮

命
令
を
社
会
裁
判
所
が
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
基
本
法
一
九
条
四
項
に
依
拠
し
た
解
釈
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
行

な
っ
た
事
案
で
あ

（
（（
（

る
。
基
本
法
一
九
条
四
項
は
民
事
訴
訟
を
対
象
と
し
な
い
か
ら
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
に
つ
い
て
直
接
触
れ
る
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

行
政
訴
訟
に
お
い
て
、
基
本
法
一
九
条
四
項
は
出
訴
を
、
さ
ら
に
実
効
的
権
利
保
護
を
保
障
す
る
が
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
出
訴
を
明
文

で
保
障
し
た
規
定
は
基
本
法
に
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
法
一
九
条
四
項
に
比
し
う
る
憲
法
上
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
司
法
行
為
請
求
権
が
妥
当
し
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
民
事
訴
訟
法
学
に
固
有
の
も
の
と
い
う
よ
り
、「
手
続
及

び
組
織
に
よ
る
基
本
権
の
実
現
」に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
判

（
（（
（

例
の
集
積
を
経
て
、一
九
九
〇
年
代
前
後
に
主
張
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
て
い
る
の

（
（（
（

で
、
詳
細
は
省
く
が
、「
基
本
権
に
内
在
す
る
実
効
的
権
利
保
護
の
原
則
の
構
成
要
素
」
と
司
法

行
為
請
求
権
を
理
解
す
る
も
の
と
、「
法
治
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
て
基
本
法
二
条
一
項
（
一
般
的
自
由
権
―
―
笹
田
）
か
ら
明
ら
か
に
な
る
法

治
国
家
的
手
続
形
成
の
要
請
」
に
司
法
行
為
請
求
権
の
根
拠
を
求
め
る
も
の
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
及
び
学
説
に
は
併
存
し
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
憲
法
化
さ
れ
た
司
法
行
為
請
求
権
が
、
基
本
法
一
九
条
四
項
と
同
様
の
役
割
を
民
事
訴
訟
で
果
た
す
の
で
あ

（
（（
（

る
。

近
時
で
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
生
じ
る
債
権
者
の
保
護
と
い
う
仮
の
権
利
保
護
の
機
能
は
、
直
接
に
司
法
行
為
請
求
権
か
ら
生
じ
る
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
債
務
者
が
対
抗
手
段
を
と
る
こ
と
に
よ
り
執
行
か
ら
免
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
危
険
か
ら
債
権
者
を
保
護
す
る
こ
と

も
、
仮
の
権
利
保
護
の
存
在
理
由
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
法
治
国
家
原
理
か
ら
直
接
明
ら
か
と
説
明
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
。
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（
三
）
以
上
見
た
よ
う
に
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の
主
張
と
異
な
り
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
や
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
権
利
保
護
（
仮

の
救
済
）
は
「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
よ

（
（（
（

う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の
指
摘
に
従
え
ば
、
仮

処
分
や
仮
の
権
利
保
護
を
含
む
「
裁
判
」
概
念
が
可
能
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

５　

出
訴
保
障
と
「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）

（
一
）
現
在
に
お
い
て
も
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
及
び
学
説
は
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
、
異
議
の
な
い
、
裁
判
権
概
念
の
定
義
を
見
い
だ
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
な

（
（（
（

い
」と
の
評
価
は
揺
る
が
な
い
だ
ろ
う
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
自
身
も
、二
〇
〇
一
年
の
決
定
で
、「
裁
判
権
の
概
念
は
、

憲
法
裁
判
に
よ
っ
て
最
終
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な

（
（（
（

い
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
の
が
、
先
に
あ
げ

た
、
基
本
法
が
定
め
る
裁
判
所
の
管
轄
権
（
出
訴
保
障
と
裁
判
官
留
保
）
と
「
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
」
を
、「
実
質
的
な
意
味
の
裁
判
」

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
基
本
法
の
権
限
配
分
と
裁
判
の
歴
史
的
形
成
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
出
訴
保
障
と
し
て
、
基
本
法
一
四
条
三
項
四
文
（
公
用
収
用
に
係
る
補
償
）、
一
五
条
二
文
（
社
会
化
（Sozialisierung

）
の
た
め
の
補
償
）、

基
本
法
一
九
条
四
項
（
公
権
力
に
よ
る
侵
害
に
際
し
て
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
）、
お
よ
び
、
三
四
条
三
項
（
職
務
責
任
）、
四
一
条
二
項
（
連
邦

議
会
の
選
挙
審
査
決
定
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て
）、
そ
し
て
、
九
三
条
（
抽
象
的
規
範
統
制
、
機
関
争
訟
、
憲
法
異
議
の
訴
等
に
よ
る
連

邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
出
訴
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
裁
判
官
だ
け
が
特
定
の
国
家
的
処
分
の
許
容
性
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
裁
判
官
留
保
」
と
し
て
、
基
本
法
一
三
条
二
項
（
住
居
捜
索
命
令
）、
一
〇
四
条
二
項
及
び
三
項
（
自
由
剥
奪
の
命
令
に
つ
い
て
の
裁
判
官
の
独

占
的
管
轄
）
の
他
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
権
（
基
本
法
一
八
、二
一
条
二
項
、
八
四
条
四
項
）
が
あ

（
（（
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
法
が
定
め
る
出
訴
保
障
や
裁
判
官
留
保
が
、
基
本
法
九
二
条
の
「
裁
判
」
概
念
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
広
く
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受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
「
実
質
的
意
味
で
の
裁
判
」
に
含
め
る
か
ど
う
か
は
争
い
が
あ
る
。
ア
ハ
タ
ー
ベ
ル
グ
は
、「
憲
法

上
の
権
限
配
分
は
、
実
質
的
意
味
の
裁
判
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
領
域
を
な
ん
ら
指
し
示
さ
な
い
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、「
裁
判
所
お
よ
び

裁
判
官
は
、
裁
判
と
異
な
る
任
務
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
故
に
、
裁
判
所
お
よ
び
裁
判
官
へ
の
憲
法
に
よ
る
割
り
当
て

は
裁
判
概
念
に
関
し
な
ん
ら
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
が
故
に
で
あ

（
（（
（

る
。
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
官
留
保
に
と
く
に
あ
て
は
ま

（
（（
（

る
。
そ
こ
で
、

出
訴
保
障
や
裁
判
官
留
保
に
含
ま
れ
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
、「
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
憲
法
上
一
義
的
に
配
分
さ
れ
て
い
な
い
任
務
が
、

裁
判
官
か
、
あ
る
い
は
他
の
機
関
に
属
す
る
者
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
の
基
準
を
含
む
、
固
有
の
（
実
質
的
）
概

念
が
必
要
で
あ

（
（（
（

る
」。
近
時
は
、
こ
の
よ
う
に
、
出
訴
保
障
や
裁
判
官
留
保
を
実
質
的
意
味
の
裁
判
と
わ
け
て
検
討
す
る
方
向
が
学
説
で
は

優
勢
と
思
わ
れ
る
。「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
に
つ
い
て
、基
本
法
上
の
出
訴
保
障
（
基
本
法
一
九
条
四
項
、「
憲
法
化
さ
れ
た
」
司
法
行
為
請
求
権
）

と
「
実
質
的
意
味
に
お
け
る
裁
判
」
を
別
立
て
に
検
討
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
仮
の
権
利
保
護
や
仮
処
分
が
出
訴
保
障
か
ら
導
か
れ
る
以
上
、

実
質
的
意
味
の
裁
判
概
念
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
、出
訴
保
障
や
裁
判
官
留
保
を
含
め
た「
実
質
的
意
味
の
裁
判
概
念
」

を
探
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）「
実
質
的
意
味
の
裁
判
概
念
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
は
難
問
で
あ
り
、
既
述
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
「
最
終
的
に

解
明
さ
れ
て
い
な
い
」
と
控
え
め
な
見
解
を
述
べ
、
ま
た
、
通
説
と
い
う
べ
き
も
の
も
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
の
観
点
か
ら
は
、
こ
れ

以
上
、
こ
の
問
題
に
深
入
り
す
る
必
要
は
な
い
が
、
最
後
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
の
現
在
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
六
七
年
の
決
定（BV

erfGE22, 49

）に
お
い
て
、「
憲
法
で
明
示
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
任
務
」の
範
囲
を
超
え
て
、

「
基
本
法
九
二
条
に
よ
る
と
、
な
お
別
の
任
務
が
裁
判
に
属
す
る
」
と
す
る
。
そ
れ
が
「
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
」
で
あ
り
、
民
事
司

法
（büurgerliche Rechtspflege

）
と
刑
事
裁
判
権
が
含
ま
れ
て
い
る
、と
す
る
（
基
本
法
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。）。
し
た
が
っ

て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
裁
判
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
理
論
的
構
成
を
放
棄
し
、（
実
質
的
に
）
歴
史
的
観
点
で
満
足
し
て
い

（
（（
（

る
」
と
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の
批
判
が
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
二
〇
〇
一
年
の
決
定
（BV

erfGE103, 111

）
で
、
以
下
の
よ
う
な
「
機
能
的
意
味
の
裁
判
概
念
」
を
明
ら

か
に
し
た
。「
本
来
実
質
的
な
裁
判
概
念
に
は
属
し
て
い
な
い
事
項
領
域
に
対
し
て
立
法
者
が
機
能
的
に
見
て
裁
判
権
に
の
み
帰
属
し
う
る

形
態
を
与
え
た
場
合
に
も
、
そ
れ
を
基
本
法
九
二
条
の
意
味
に
お
け
る
裁
判
権
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
能
的
見
地
に
お
い
て
は
、
立
法

者
が
紛
争
の
高
権
的
解
決
の
た
め
に
裁
判
形
式
の
手
続
を
定
め
、
そ
こ
で
下
さ
れ
る
決
定
に
対
し
て
独
立
の
裁
判
所
の
み
が
発
生
さ
せ
得
る

法
律
的
効
果
を
付
与
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
―
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
事
項
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
―
裁
判
で
あ
る
」。
連
邦
憲
法
裁
判
所

は
、「
こ
の
意
味
で
の
裁
判
の
本
質
的
な
概
念
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
属
す
る
」
も
の
と
し
て
、「
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
何
が
法
で
あ
る

か
に
つ
い
て
決
定
す
る
と
い
う
要
素
」、
つ
ま
り
、「
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
終
局
的
な
拘
束
力
を
も
っ
て
、
即
ち
、
既
判
力
を
も
っ
て
確
定

し
、
宣
言
す
る
と
い
う
要

（
（（
（

素
」
を
あ
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
機
能
的
意
味
の
裁
判
」
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
は
賛
否
が
分
か
れ
て

い
（
（（
（

る
。

６　

非
訟
事
件
と
「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）

（
一
）
非
訟
裁
判
権
が
「
実
質
的
な
意
味
に
お
け
る
裁
判
」
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
ア
ハ
タ
ー
ベ
ル
ク
は
、「
裁
判
の
領
域
か
ら
、
少
な
く
と
も
非
訟
裁
判
権
は
、
そ
の
大
部
分
が
除
外
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、「
裁

判
官
の
権
限
に
代
わ
り
に
、
今
日
で
は
広
範
に
、
司
法
補
助
官
の
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
に
対
応
す

（
（（
（

る
」
と
す
る
。「
非

訟
裁
判
権
の
枠
内
で
の
裁
判
官
に
よ
る
任
務
行
使
は
、
実
質
的
意
味
の
裁
判
と
解
す
る
見
解
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
優
勢
で
あ

（
（（
（

る
」
と
す
る

シ
ェ
ン
ケ
の
見
解
は
、
憲
法
学
で
は
少
数
派
で
あ
ろ

（
（（
（

う
。「
非
訟
裁
判
権
の
対
象
と
す
る
一
部
の
事
項
だ
け
が
、
裁
判
権
に
含
ま
れ

（
（（
（

る
」
の
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で
あ
り
、
ヴ
ィ
ル
ケ
も
、
先
に
取
り
上
げ
た
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
を
引
き
つ
つ
、「
非
訟
裁
判
権
の
典
型
的
事
項
は
裁
判
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
こ
と
に
呼
応
し
て
、憲
法
に
よ
っ
て
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
、裁
判
官
あ
る
い
は
裁
判
所
へ
の
留
保
は
存
在
し
な

（
（（
（

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
二
）
こ
こ
で
の
問
題
は
二
点
で
あ
る
。
ま
ず
、「
裁
判
権
」（
基
本
法
九
二
条
）
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
事
項
の
一
部
を
立
法
に
よ
っ
て
非

訟
裁
判
権
の
対
象
事
項
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
か
、
仮
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
そ
の
限
界
の
設
定
は
可
能
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
、
わ
が
国
で
も
意
識
さ
れ
て
お
り
、
安
念
潤
司
は
、
非
訟
事
件
の
処
理
は
固
有
の
司
法
権
の
作
用
で
は
な
く
、
行
政
権
の
作
用
で

あ
る
と
す
れ
ば
、「
行
政
作
用
に
属
す
る
事
項
を
な
ぜ
裁
判
所
の
権
限
に
取
り
込
ん
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う

（
（（
（

か
」
と
述
べ
て
い
る
。
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
見
解
が
、「
基
本
法
九
二
条
も
、
ま
た
権
力
分
立
原
則
も
、
立
法
者
が
、
実
質
的
な
裁
判
の
活
動
に
関
係
づ
け
ら
れ
な
い
任
務
を

裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
な

（
（（
（

い
」
と
し
て
も
、「
裁
判
権
」
の
対
象
と
す
る
事
項
を
す
べ
て
立
法
者
に
委
ね
る
と
す
れ
ば
、
基
本

法
九
二
条
が
空
洞
化
し
そ
の
意
味
を
喪
失
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
非
訟
裁
判
権
と
基
本
法
九
二
条
の
規
定
す
る
裁
判
権
と

の
間
の
境
界
を
包
括
的
に
設
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
成
功
し
て
い
な

（
（（
（

い
。

　

基
本
法
に
よ
れ
ば
、
裁
判
と
行
政
の
間
は
截
然
と
分
け
ら
れ
ず
、
一
定
の
重
複
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
た
だ
ち
に
裁
判
所
の
典
型
的
任
務

に
属
さ
な
い
事
項
は
、
基
本
法
が
当
該
事
項
の
処
理
を
他
の
権
力
に
留
保
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
で
、
立
法
者
は
、
裁
判
官
に
委
ね
る
こ
と
が

で
き

（
（（
（

る
。
そ
の
場
合
、
立
法
者
は
、「
裁
判
官
が
、
裁
判
特
有
の
形
式
、
係
争
的
裁
判
権
で
事
案
を
処
理
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
行
政
庁

と
同
一
、
は
た
ま
た
類
似
の
方
法
で
処
理
す
べ
き
か
ど
う
か
を
定
め
う
る
し
、
ま
た
定
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
裁
判
官
は
当
該
事
案
を

“
制
御
す
る
”
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
こ
う
い
っ
た
事
案
で
何
が
正
し
い
か
を
決
定
す
る
べ
き
か
ど
う
か
、
で
あ

（
（（
（

る
」。

　

た
だ
し
、
裁
判
所
の
典
型
的
任
務
に
属
す
る
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
「
裁
判
の
伝
統
的
核
心
領
域
」（BV

erfGE 22, 49[77]

）
に
属
す
る
か

否
か
の
検
討
は
、
決
し
て
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
点
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、「
不
法
行
為

を
犯
罪
行
為
と
評
価
す
る
か
あ
る
い
は
秩
序
違
反
と
評
価
す
る
か
は
、“
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
不
法
行
為
構
成
要
件
”
に
つ
い
て
は
立
法
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者
に
帰
属
す
べ
き
も
の
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、「
立
法
者
が
“
一
定
の
範
囲
で
実
質
的
裁
判
の
領
域
を
変
更
し
う
る
”
こ
と
を
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
も
認
め
て
い
る
」
と
す
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
立
法
に
よ
っ
て
裁
判
か
ら
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
、“
す
べ
て
の
重
要
な
不
法

行
為
の
構
成
要
件
”
を
含
む
“
刑
法
の
核
心
領
域
”
を
言
う
が
（
参
照
、BV

erfGE22, 81

）、「
現
代
の
、流
動
的
で
、多
元
的
な
社
会
に
お
い
て
、

法
益
及
び
そ
の
侵
害
の
評
価
ほ
ど
に
揺
れ
動
く
も
の
が
あ
ろ
う
か
」
と
し
た
え
う
で
、「“
重
要
な
”
と
い
う
基
準
が
役
に
立
た
な
い
こ
と
に

鑑
み
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
“
刑
法

－

理
論
”
は
結
果
に
お
い
て
、
基
本
法
九
二
条
の
裁
判
官
留
保
を
刑
事
司
法
の
領
域
で
広
範
に
法
律
の

留
保
の
も
と
に
置
く

（
（（
（

」
と
断
じ
て
い
る
。

（
三
）
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
最
高
裁
判
例
に
従
う
か
ぎ
り
、
非
訟
事
件
に
お
け
る
憲
法
上
の
手
続
保
障
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
に

お
い
て
は
、
非
訟
事
件
法
は
法
的
聴
聞
（
審
尋
）
に
つ
い
て
の
規
定
を
含
ま
な
い
が
、「
今
日
で
は
、
法
的
聴
聞
の
原
則
が
非
訟
裁
判
権
の

手
続
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
」。
い
わ
ば
、「
実
質
的
意
味
の
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
と

は
関
係
な
く
、
非
訟
事
件
に
お
い
て
法
的
聴
聞
権
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
事
案
解
明
の
た
め
の
関
係
人
の
聴
聞
（
非
訟
事
件

法
一
二
条
）
と
、
法
的
聴
聞
の
保
障
の
た
め
の
関
係
人
の
聴
聞
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
に
お
い
て
は
、「
事
案
の
解
明
の
た
め
、

関
係
人
の
聴
聞
を
用
い
る
か
ど
う
か
、
用
い
る
と
し
て
ど
の
範
囲
で
行
う
か
は
、
裁
判
所
の
義
務
的
裁
量
で
あ

（
（（
（

る
」。
一
方
、
後
者
は
、
基

本
法
一
〇
三
条
一
項
か
ら
直
接
引
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
の

（
（（
（

で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
の
一

節
を
引
く
に
と
ど
め
る
。「
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
は
、
裁
判
手
続
に
関
係
す
る
者
に
、
彼
が
手
続
に
お
い
て
発
言
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と

に
つ
い
て
の
権
利
を
与
え
る
。
そ
の
内
容
は
、
と
り
わ
け
、
裁
判
所
の
決
定
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
事
実
及
び
法
状
態
に
つ
い
て
見
解
を
表

明
し
、
申
立
て
を
行
い
そ
し
て
詳
述
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
、
訴
訟
関
係
人
の
詳
述
を
承
知
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
考

慮
の
う
ち
に
入
れ
る
裁
判
所
の
義
務
が
対
応
す

（
（（
（

る
」。
さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
法
的
聴
聞
権
の
理
解
に
比
べ
、

法
的
聴
聞
権
の
効
果
的
な
行
使
に
力
点
を
お
い
て
い
る
。「
裁
判
所
に
存
在
す
る
情
報
が
裁
判
所
の
決
定
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
場
合
、
当
該
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情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
訴
訟
関
係
人
に
広
範
囲
で
可
能
に
す
る
と
い
う
任
務
が
裁
判
所
に
課
さ
れ

（
（（
（

る
」
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
判
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

（
１
）
高
田
裕
成
「
訴
訟
と
非
訟
」
伊
藤
眞
・
山
本
和
彦
編
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
頁
。

（
２
）
瀬
木
・
前
掲
一
注
（
23
）
一
頁
以
下
。
吉
野
正
三
郎
・
安
達
栄
司
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
事
保
全
」
中
野
貞
一
郎
・
原
井
龍
一
郎
・
鈴
木
正

裕
編
『
民
事
保
全
講
座
一　

基
本
理
論
と
法
比
較
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
六
年
）
一
一
三
頁
以
下
。
吉
野
・
安
達
論
文
は
、「
一
九
九
一
年

の
日
本
の
民
事
保
全
法
は
、
ド
イ
ツ
法
を
継
受
し
た
規
定
の
下
で
発
展
し
て
き
た
従
来
の
実
務
を
十
分
考
慮
し
て
、
日
本
社
会
の
要
請
に
応
え

る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
現
行
の
保
全
法
規
定
の
沿
革
を
調
べ
た
り
、
制
度
趣
旨
を
探
求
す
る
目
的
で
、
ド

イ
ツ
法
を
研
究
す
る
こ
と
は
従
来
ほ
ど
要
求
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
諸
国
家
の
民
事
保
全
制
度
に
共
通
す
る
問
題
」
で

あ
る
、「
仮
処
分
の
本
案
化
、
当
事
者
の
手
続
権
ま
た
は
法
的
審
問
権
の
保
障
、
そ
し
て
国
際
的
な
保
全
手
続
の
問
題
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
法
を

参
照
す
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
有
意
義
で
あ
ろ
う
」（
一
一
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
参
照
、
工
藤
達
朗
『
憲
法
学
研
究
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
四
頁
。

（
４
）BV

erfGE 22, 49[75]. 

な
お
、
こ
の
関
連
で
、
長
尾
一
紘
「
司
法
権
の
現
代
的
課
題
」
法
学
教
室
二
五
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
頁
以
下
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）BV

erfGE 103, 111[136f.]. 

こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
栗
城
壽
夫
「
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る
選
挙
審
査
」（
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
一
一
一
）
自

治
研
究
七
九
巻
二
号
（
第
一
法
規
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
四
頁
以
下
が
詳
細
な
検
討
を
行
な
っ
て
お
り
、
本
判
例
の
訳
も
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

（
６�

）N
orbert A

chterberg, D
er B

egriff

》Rechtsprechum
g im

 m
ateriellen Sinne

《, in:E
richsen(H

rsg.), System
 des 

verw
altungsgerichtlichen Rechtschutzes, FS für M

enger, 1985, S.125ff. [131f.].

（
７�

）H
einrich A

m
adeus W

olff, A
rtikel 92 [Gerichtsorganisation] , U

m
bach/Clem

ens, Grundgesetz Band 2, 2002, S.981, 
A

nm
.31.
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（
８�

）M
anfred W

olf, Richter und Rechtspfleger im
 Zivilprozeß, ZZP 99. Bd.4, 1986, S.371. 

そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、「
権
力
分
立
原

則
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
機
関
適
合
的
な
機
能
秩
序
の
考
え
方
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
立
的
第
三
者
と
し
て
の
裁
判
官
、
あ
る
い
は
、
武
器
平

等
原
則
や
公
正
手
続
原
則
、
法
的
聴
聞
権
に
し
た
が
っ
た
「
決
定
発
見
過
程
」
に
注
目
す
る
（A

ndreas V
oßkuhle/Gernot Sydow

, D
ie 

dem
okratische Legitim

ation des Richters, JZ 2002, S.675.

）。
な
お
、「
機
関
適
合
的
な
機
能
秩
序
」
に
つ
い
て
は
、
村
西
良
太
「
権

力
分
立
論
の
現
代
的
展
開
」
九
大
法
学
九
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
六
四
頁
以
下
、
宍
戸
常
寿
『
憲
法
裁
判
権
の
動
態
』（
日
本
評
論
社
、

二
〇
〇
五
年
）
二
三
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９�

）BV
erfGE 22, 49. 

な
お
、
財
務
官
庁
に
よ
る
決
定
に
対
し
、
上
級
財
政
官
庁
へ
の
異
議
申
立
て
、
あ
る
い
は
裁
判
所
の
決
定
を
求
め
る
申
立

て
が
認
め
ら
れ
る
。

（
10
）BV

erfGE 22, 49[75f.].

（
11
）BV

erfGE 22, 49[76].

（
12
）BV

erfGE 22, 49[77].

（
13
）BV

erfGE 22, 49[77f.].

（
14
）K

arl A
ugust Betterm

ann, D
as Gerichtsverfassungsrecht in der Rechtsprechum

g des Bundesverfassungsgerichts, A
öR 

92(1967), S.499. 

彼
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
「
民
事
司
法
」
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
批
判
す
る
。
と
い
う
の
は
、
民
事
司
法
と
裁
判
は
区

別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
参
照
、
四
２
（
三
））。
こ
の
点
は
、
非
訟
事
件
に
つ
い
て
特
に
議
論
に
な
ろ
う
。
な
お
、
ベ
ッ
タ
ー

マ
ン
は
、
民
事
訴
訟
法
の
研
究
か
ら
出
発
し
た
後
（
彼
の
教
授
資
格
論
文
は
、「D

ie V
ollstreckung des Zivilurteils in den Grenzen 

seiner Rechtskraft

」
で
あ
る
。）、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
公
法
の
教
授
、
そ
の
後
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
で
民
事
訴
訟
法
及
び
一
般
訴
訟
理

論
の
教
授
を
勤
め
た
。
一
方
で
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
お
い
て
上
級
行
政
裁
判
所
裁
判
官
を
八
年
、
そ
し
て
ハ
ン
ブ
ル
グ
州

の
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
を
一
五
年
あ
ま
り
勤
め
て
い
る
（K

arl A
ugust Betterm

annn

の
論
文
集
『Staatsrecht

－V
erfahrensrecht

－

Zivilrecht

』（
一
九
八
八
年
）
に
お
け
る
編
者
（D

.M
erten, H

.-J. Papier, K
.Schm

idt, A
.Zeuner

）
の
序
文
を
参
照
）。「
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の

理
論
は
、
す
べ
て
の
訴
訟
法
と
そ
の
実
際
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
知
識
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
て
い
る
」（D

ieter W
illke, D

ie 
rechtsprechende Gew

alt, in: H
andbuch des Staatsrechts Ⅴ

, 3.A
ul. 2007, 

§112  Rn.59.

）
と
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
15
）K

arl A
ugust Betterm

ann, D
ie rechtsprechende Gew

alt, in: H
andbuch des Staatsrechts Ⅲ

,  1988, 

§73 Rn.17.
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（
16
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.43. 

（
17
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.31.

（
18
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.34.

（
19
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.35.

（
20
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.34. 

実
質
的
な
裁
判
概
念
を
提
示
す
る
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
基
本
法
九
二
条
の
「
裁
判
」
を
形
式

的
概
念
と
解
す
る
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
（Rom

an H
erzog, M

aunz/D
ürig, GG, A

rt. 92, 1971, Rdnr.43-46.

）
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
厳
し
い

評
価
を
下
し
て
い
る
。「
基
本
法
九
二
条
は
、
独
自
の
あ
る
い
は
固
有
の
裁
判
官
留
保
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
単
に
基
本
法
に
よ
っ
て
個
別

に
規
定
さ
れ
て
い
る
出
訴
の
指
示
及
び
裁
判
官
留
保
を
裁
判
権
の
概
念
に
要
約
し
て
い
る
と
す
る
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
の
理
論
」
は
、「
す
べ
て
の
（
真

の
）
民
事
裁
判
権

－

そ
し
て
、
基
本
法
一
〇
四
条
に
よ
っ
て
特
典
を
付
与
さ
れ
た
自
由
刑
を
除
い
て
刑
事
裁
判
権
－
を
、
憲
法
上
の
裁
判
官
留

保
が
な
い
ま
ま
に
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.19.

）。

（
21
）K

. A
. Betterm

ann, Rechtsprechung, rechtsprechende Gew
alt,in:Evangelisches Staatslexikon, Bd.Ⅱ

, 3.A
ufl. , 1987 , S.2790. 

も
っ
と
も
、
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
と
留
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
主
張
は
、
仮
処
分
の
み
な
ら
ず
行
政

訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
に
も
基
本
的
に
妥
当
す
る
、
と
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
言
う
（S.2790.

）。

（
22
）（
23
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.25.

（
24
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.47.

（
25
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
注
（
14
）S.505.

（
26
）BV

erfGE35, 263[274]; 35, 382[401]. 

後
者
の
判
例
に
つ
い
て
は
、参
照
、笹
田
栄
司
『
実
効
的
基
本
権
保
障
論
』（
信
山
社
、一
九
九
三
年
）

一
七
三
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
基
本
法
一
九
条
四
項
「
何
人
も
、
公
権
力
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
出
訴

す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
石
川
・
前
掲
一
注
（
24
）
一
八
〇
頁
）。

（
27
）
笹
田
・
前
掲
注
（
26
）
二
七
四
頁
以
下
。
ド
イ
ツ
を
対
象
と
し
た
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
」
に
つ
い
て
の
最
近
の
論
稿
と
し
て
、ヴ
ォ

ル
フ
＝
リ
ュ
ー
デ
ィ
ガ
ー
・
シ
ェ
ン
ケ
（
村
上
裕
章
訳
）「
実
効
的
権
利
保
護
論
の
現
代
的
課
題

－

仮
の
権
利
救
済
を
中
心
と
し
て

－

」
北
大
法

学
論
集
五
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
三
頁
以
下
、長
谷
川
佳
彦
「
仮
命
令
決
定
の
審
理
構
造
（
一
）（
二
・
完
）」
民
商
法
雑
誌
一
三
四
巻
四
・

五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
四
〇
頁
以
下
、
一
三
四
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
九
六
九
頁
以
下
が
あ
る
。
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（
28
）D

ieter Lorenz, D
er Rechtsschutz des Bürgers und die Rechtsw

eggarantie, 1973, S.195.
（
29
）Franz Cordier, Inhalt und T

ragw
eite des Begriffs  „rechtsprechende Gew

alt

“, N
JW

1967, S.2142.
（
30
）D

.Lorenz

・
前
掲
注
（
28
）S.138.

（
31
）Ferdinand K

opp, V
erfassungsrecht und V

erw
altungsverfahrenrecht, 1971, S.149.

（
32
）Gerhard O

ettl, Grenzen der Gerichtsbarkeit in sozialen Rechtsstaat, 1971, S.36.

（
33
）Peter Lerche, Zum

 „A
nspruch auf rechtliches Gehör

“, ZZP 78(1965), S.16. 

レ
ル
ヒ
ェ
に
つ
い
て
は
、
笹
田
・
前
掲
注
（
26
）

一
六
五
頁
以
下
参
照
。

（
34
）D

.Lorenz

・
前
掲
注
（
28
）S.195. 

ロ
ー
レ
ン
ツ
は
、
裁
判
官
に
よ
る
住
居
捜
索
命
令
の
発
給
を
定
め
る
基
本
法
一
三
条
二
項
、
及
び
自
由

剥
奪
の
命
令
に
つ
い
て
の
裁
判
官
の
独
占
的
管
轄
を
定
め
る
基
本
法
一
〇
四
条
二
項
も
根
拠
と
し
て
引
い
て
い
る
。

（
35
）BV

erfGE35, 382[402]. 
参
照
、
笹
田
・
前
掲
注
（
26
）
一
七
三
、二
八
一
頁
。
さ
ら
に
、
山
本
隆
司
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
国
法
制
調
査

―
ド
イ
ツ
（
下
）」
ジ
ュ
リ
一
二
三
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
一
七
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
36
）BV

erfGE46, 166[178f.].

（
37
）Peter Schlosser, D

er einstw
eilige Rechtsschutz im

 Zivilprozeß, Jura1984 , S.360.

（
38
）
山
本
・
前
掲
注
（
35
）
一
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
39
）
参
照
、
笹
田
・
前
掲
注
（
26
）
一
七
〇
頁
以
下
。

（
40
）
参
照
、
笹
田
・
前
掲
一
注
（
８
）
三
一
四
頁
以
下
。

（
41
）W

infried Schuschke/W
olf-D

ietrich W
alker , V

ollstreckung und V
orläufiger Rechtsschutz, 4.A

ufl. 2008,  S.1499.[W
alker] 

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
の
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
、公
権
力
に
よ
り
基
本
権
ま
た
は
基
本
法
二
〇
条
四
項
、三
三
条
、三
八
条
、一
〇
一
条
、

一
〇
三
条
お
よ
び
一
〇
四
条
に
規
定
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
（
基
本
法
九
三
条
四
ａ
）。
民
訴
法
学
は
、「
裁

判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
憲
法
的
保
障
」
を
確
立
す
る
必
要
が
、
理
論
的
の
み
な
ら
ず
実
践
的
に
も
あ
っ
た
。

（
42
）Schuschke/W

alker

・
前
掲
注
（
41
）1499ff.[W

alker]

（
43
）
司
法
行
為
請
求
権
及
び
基
本
法
一
九
条
四
項
は
、「
基
本
法
九
二
条
及
び
九
七
条
の
諸
原
則
を
充
た
す
国
家
の
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
、

そ
し
て
、
基
本
法
九
二
条
に
し
た
が
っ
て
裁
判
権
の
行
使
が
留
保
さ
れ
て
い
る
裁
判
官
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
を
保
障
し
て
い
る
（Christian 
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H
illgruber, A

rt.92,  M
aunz/D

urig, Grundgesetz-K
om

m
entar, 2007,  Rn.14.

）。

（
44
）D

.W
ilke

・
前
掲
注
（
14
）Rn.58. 

ま
た
、
ヒ
ル
グ
リ
ュ
ー
バ
ー
も
、「『
裁
判
権
』
の
定
義
は
基
本
法
九
二
条
の
中
心
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の

理
論
的
意
義
は
、広
い
範
囲
で
な
お
不
明
確
で
あ
る
」（C. H

illgruber, 

前
掲
注
（
43
）Rn.18.

）
と
す
る
。
宍
戸
・
前
掲
注
（
８
）
一
四
九
頁
は
、

「
基
本
法
の
『
裁
判
』
一
般
に
つ
い
て
争
訟
裁
決
の
要
件
は
必
須
の
も
の
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
が
、
依
然
と
し
て
、
学
説
の
な
か
に

は
、「
係
争
決
定
」
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
あ
げ
る
も
の
も
目
に
つ
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、H

.A
.W

olff

・
前
掲
注
（
７
）S.981, A

nm
.31. 

を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
45
）BV

erfGE101, 111[136].

（
46
）
な
お
、
基
本
法
一
三
条
二
項
（
住
居
捜
索
命
令
）
の
よ
う
に
、
出
訴
保
障
と
裁
判
官
留
保
の
い
ず
れ
に
配
分
す
る
か
が
論
者
に
よ
っ
て
異
な

る
こ
と
が
あ
る
。

（
47
）N

.A
chterberg

・
前
掲
注
（
６
）S.130.

（
48
）W

olff

は
、出
訴
保
障
（
基
本
法
一
九
条
四
項
な
ど
）
に
つ
い
て
、基
本
法
九
二
条
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
（H

.A
.W

olff

・
前
掲
注
（
７
）S.983.

）

（
49
）A

ndreas V
oßkuhle, Rechtsschutz gegen den Richter , 1993, S.67ff. 

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

長
官
に
選
出
さ
れ
た
。
彼
は
一
九
六
三
年
一
二
月
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
四
六
歳
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
長
官
の
誕
生
で
あ
る
。

（
50
）A

.V
oßkuhle

・
前
掲
注
（
49
）S.82.

（
51
）
栗
城
・
前
掲
注
（
５
）
一
三
八
頁
。

（
52
）D

.W
ilke

・
前
掲
注
（
14
）Rn.75

は
、
裁
判
権
の
機
能
的
領
域
は
、
付
加
的
な
任
務
を
裁
判
官
及
び
裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
の
、

自
由
で
、
か
つ
憲
法
上
許
容
さ
れ
た
立
法
者
の
決
定
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
裁
判
権
の
独
占
と
し
て
の
基
本
法
九
二
条
の
意
義
と
合

致
し
な
い
と
、
厳
し
く
批
判
す
る
。
一
方
、
実
質
的
裁
判
概
念
と
機
能
的
裁
判
概
念
を
組
み
合
わ
せ
た
基
本
法
九
二
条
の
適
用
を
主
張
す
る
論

者
（H

illgruber

・
前
掲
注
（
43
）Rn.46.

）
も
い
る
。

（
53
）N

.A
chterberg

・
前
掲
注
（
６
）S.138.

（
54
）W

olf-Rüdiger Schenke, V
erfassungsrechtliche Garantie eines Rechtsschutzes gegen Rechtsprechungsakte? , JZ2005, 

S.124.

（
55
）
た
だ
し
、
民
訴
法
学
の
文
献
に
目
を
転
ず
る
な
ら
、
シ
ェ
ン
ケ
の
見
解
も
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
言
え
な
い
（V

gl. W
alther J.H

abscheid, 
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Freiw
illige Gerichtsbarkeit, 7.A

ufl. 1983, S.30; W
olfgang Brehm

, Freiw
ilige Gerichtsbarkeit, 1988 ,S.42.

）。
ハ
プ
シ
ャ
イ
ド
は
、

「
ベ
テ
ッ
ヒ
ャ
ー
や
フ
リ
ー
ゼ
ン
ハ
ー
ン
の
（
裁
判
概
念
の
）
意
味
で
「
係
争
」
で
は
な
い
非
訟
裁
判
権
の
対
象
事
項
」
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

が
夙
に
主
張
し
て
い
た
「
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
」
で
あ
る
「
民
事
司
法
」
を
踏
ま
え
て
、「
伝
統
に
も
と
づ
く
裁
判
事
項
」
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
（S.30.

）。

（
56
）H

ans D
. Jarass/Bodo Pieroth, GG, 10.A

ufl. 2009, A
rt.92, Rn.3.

（
57
）D

.W
ilke

・
前
掲
注
（
14
）Rn.65.

（
58
）
安
念
・
前
掲
一
注
（
26
）
二
五
一
頁
。

（
59
）A

.V
oßkuhle

・
前
掲
注
（
49
）S.56.

（
60�

）Franz-Ludw
ig K

nem
eyer, Rechtliches Gehör im

 Gerichtsverfahren, in: H
andbuch des Staatsrechts Ⅵ

, 2001, 

§155 Rn.55.

（
61
）H

.A
.W

olff

・
前
掲
注
（
７
）Rn.33.

（
62
）K

.A
.Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.25.

（
63
）K

.A
.Betterm

ann

・
前
掲
注
（
15
）Rn.21.

（
64
）（
65
）F.-L.K

nem
eyer

・
前
掲
注
（
60
）Rn.55. 

職
権
遂
行
（A

m
tsbetrieb

）
が
非
訟
裁
判
権
の
手
続
で
は
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
。
参
照
、

高
田
裕
成
「
家
事
審
判
手
続
に
お
け
る
手
続
保
障
論
の
輪
郭
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
三
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
六
頁
。
な
お
、
民
事
訴
訟
で

は
当
事
者
で
あ
る
が
、
非
訟
裁
判
権
で
は
関
係
人
が
用
い
ら
れ
る
。

（
66
）
参
照
、
笹
田
・
前
掲
注
（
26
）
第
一
章
。
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
「
裁
判
所
の
前
で
は
、
何
人
も
、
法
的
聴
聞
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
」

（
石
川
・
前
掲
一
注
（
27
）
二
三
九
頁
）。

（
67
）（
68
）BV

erfGE64, 135[143f]. 

参
照
、
笹
田
・
前
掲
注
（
26
）
一
六
頁
以
下
。

四　

司
法
権
の
構
造
的
理
解
と
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
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１　

裁
判
権
（
ボ
ン
基
本
法
九
二
条
）
と
裁
判
（
日
本
国
憲
法
三
二
条
・
八
二
条
）

（
一
）
一
九
六
七
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
が
指
し
示
す
よ
う
に
、
基
本
法
上
、
裁
判
権
に
委
ね
ら
れ
た
権
限
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
日
本

国
憲
法
が
司
法
権
に
委
ね
た
権
限
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
そ
の
違
い
は
大
き
い
。
出
訴
保
障
と
し
て
、
基
本
法
一
四
条
三
項
四
文
（
公
用
収
用

に
係
る
補
償
）、一
五
条
二
文
（
社
会
化
（Sozialisierung

）
の
た
め
の
補
償
）、一
九
条
四
項
（
公
権
力
に
よ
る
侵
害
に
際
し
て
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
）、

三
四
条
三
項
（
国
家
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
）、四
一
条
二
項
（
連
邦
議
会
の
選
挙
審
査
決
定
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て
）、さ
ら
に
、

九
三
条
（
抽
象
的
規
範
統
制
、
機
関
争
訟
、
憲
法
異
議
の
訴
等
に
よ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
出
訴
）
が
あ
る
。
次
に
、「
裁
判
官
留
保
」
と
し
て
、
基

本
法
一
三
条
二
項
（
住
居
捜
索
命
令
）、
一
〇
四
条
二
項
及
び
三
項
（
自
由
剥
奪
の
命
令
に
つ
い
て
の
裁
判
官
の
独
占
的
管
轄
）
の
他
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
決
定
権
限
を
定
め
る
、
基
本
法
一
八
条
（
基
本
権
の
喪
失
）、
二
一
条
二
項
（
政
党
の
禁
止
）、
八
四
条
（
連
邦
大
統
領
の
訴
追
）、
九
八
条

五
項
（
裁
判
官
の
訴
追
）
な
ど
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
実
質
的
な
定
義
を
断
念
し
、「
憲
法
及
び
法
律
に
よ
っ
て
裁
判
所
に
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
が
裁（

１
）判

」
と
す
る
形
式
的
裁

判
概
念
が
主
張
さ
れ
た
り
も
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
基
本
法
九
二
条
は
、
当
該
条
項
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
権

力
分
立
が
指
示
す
る
任
務
に
鑑
み
、
あ
り
得
な
い
は
ず
の
一
般
的
法
律
の
留
保
に
服
す
る
こ
と
に
な
ろ（

２
）う

」
と
の
批
判
が
だ
さ
れ
る
。
そ
し

て
、（
法
律
を
除
い
て
）
憲
法
だ
け
が
裁
判
所
に
割
り
当
て
た
も
の
と
裁
判
を
構
成
す
る
と
、
民
事
及
び
刑
事
裁
判
は
基
本
法
に
明
示
さ
れ

て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
憲
法
上
の
根
拠
に
苦
し
む
こ
と
に
な（

３
）る

。
こ
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ア
ハ
タ
ー
ベ
ル
ク
の
見
解
で

あ
る
。
彼
は
、
実
質
的
意
味
に
お
け
る
裁
判
の
考
察
に
あ
た
り
、「
概
念
に
関
連
し
た
限
定
的
視
点
で
は
な
く
、（
裁
判
の
︱︱

笹
田
）
構
造
に

関
連
し
た
広
範
な
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
「
裁
判
の
様
々
な
機
能
領
域
で
、
相
異
な
る
裁
判
概
念
が
妥
当
す

る
こ
と
を
最
初
か
ら
排
除
し
え
な
い
」
の
だ
か
ら
、「
司
法
権
の
全
領
域
に
、
実
質
的
意
味
の
裁
判
に
つ
い
て
の
唯
一
の
概
念
が
基
礎
に
置
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か
れ
る
必
要
は
な（

４
）い

」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ア
ハ
タ
ー
ベ
ル
ク
の
見
解
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
を
は
じ
め
と

す
る
裁
判
所
の
多
様
な
権
限
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
だ
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
。

（
二
）
わ
が
国
の
最
高
裁
判
所
も
形
式
的
意
味
の
裁
判
概
念
を
採
用
し
て
い
な
い
。
即
ち
、
寺
西
判
事
補
事
件
（
最
大
決
平
成
一
〇
・
一
二
・
一

民
集
五
二
巻
九
号
一
七
六
一
頁
）
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
現
行
法
が
裁
判
と
い
う
形
式
で
も
っ
て
裁
判
所
の
権
限
に
属
せ
し
め
て
い
る

判
断
作
用
な
い
し
法
律
行
為
の
す
べ
て
で
は
な
く
、「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
に
属
す
る
も
の
」
を
憲
法
八
二
条
一
項
の
「
裁

判
」
と
す
る
。
そ
れ
は
、「
裁
判
所
が
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
終
局
的
に
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
実
体
的
権
利

義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
」
と
判
示
す
る
。
最
高
裁
判
所
は
、
一
で
示
し
た
よ

う
に
、
憲
法
三
二
条
と
八
二
条
一
項
の
「
裁
判
」
を
同
一
視
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
「
法
律
上
の
争
訟
」
と
も
重
な
る
こ
と
で
、
憲
法
七
六

条
一
項=

裁
判
所
法
三
条
一
項=

憲
法
三
二
条
と
い
う
ト
リ
ア
ー
デ
に
憲
法
八
二
条
一
項
が
つ
ら
な
る
四
位
一
体
的
判
例
理
論
を
形
成
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
固
有
の
意
味
の
司
法
権
の
作
用
は
相
当
に
狭
い
も
の
と
な
り
、
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
領
域
は
立
法
者
の
政
策
的
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
六
七
年
決
定
に
お
い
て
、
出
訴
保
障
及
び
裁
判
官
留
保
、
及
び
「
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
」
で
あ

る
「
民
事
司
法
お
よ
び
刑
事
裁
判
権
」
を
「
実
質
的
な
意
味
の
裁
判
」
と
す
る（

５
）が

、
最
高
裁
判
所
判
例
と
は
異
な
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は

「
実
質
的
な
意
味
の
裁
判
」
を
定
義
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
裁
判
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
理
論
的
構
成
を
放

棄
し
、（
実
質
的
に
）
歴
史
的
観
点
で
満
足
し
て
い（

６
）る

」
と
批
判
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

な
お
、
日
独
の
憲
法
を
比
較
す
る
場
合
、
裁
判
の
公
開
を
日
本
国
憲
法
は
厳
格
に
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ボ
ン
基
本
法
は
裁
判
の
公

開
に
つ
い
て
の
規
定
を
置
い
て
い
な
い
点
は
重
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
裁
判
手
続
の
公
開
は
、「
法
治
国
家
上
の
基
本
的
な
制
度

に
属
す
る
が
、
基
本
法
上
の
憲
法
原
則
で
は
な（

７
）い

」
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
部
は
二
〇
〇
一
年
一
月
二
四
日
決
定
に
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お
い
て
、
裁
判
の
公
開
を
法
治
国
家
原
理
と
民
主
主
義
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
憲
法
上
の
保
障
と
見
る
に
至
っ
て
い（

８
）る

。
も
っ
と
も
、
裁
判
を

公
開
す
る
要
件
、
な
ら
び
に
そ
の
態
様
に
つ
い
て
は
立
法
者
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い（

９
）る

。

２　

憲
法
化
さ
れ
た
仮
処
分
手
続

（
一
）
民
事
保
全
法
が
制
定
さ
れ
る
前
は
、
民
事
訴
訟
法
に
仮
処
分
は
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
仮
処
分
を
訴
訟
と
解
す
る
実
務
家
の
見
解
と

し
て
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
を
採
る
も
の
が
あ
っ
た
。
矢
代
利
則
は
、
仮
処
分
の
本
質
が
訴
訟
か
非
訟
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、「
わ
が

民
訴
法
の
建
前
と
し
て
は
、
仮
処
分
の
裁
判
は
原
則
と
し
て
口
頭
弁
論
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
民
訴
七
五
七
条
二
項
。
も
っ
と
も

実
務
の
実
際
は
、
こ
の
原
則
と
例
外
が
逆
に
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
が
）、
さ
ら
に
、
口
頭
弁
論
を
経
ず
し
て
な
さ
れ
た
仮
処
分
決
定
に
対
し
、
債
務

者
か
ら
異
議
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
改
め
て
口
頭
弁
論
に
基
づ
い
て
、
債
権
者
の
仮
処
分
の
申
立
て
の
当
否
を
判
断
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
（
民
訴
七
五
六
、七
四
五
条
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
訴
訟
説
に
従

（
（（
（

う
」
と
す
る
。
同
じ
く
、
非
訟
事
件
の
専
門
家
と
し

て
高
名
で
あ
っ
た
鈴
木
忠
一
は
、「
審
問
を
求
め
る
権
利
は
各
種
の
手
続
に
於
い
て
緊
急
の
必
要
性
に
応
じ
て
爾
前
審
問
を
経
な
い
で
為
す

裁
判
手
続
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
民
事
に
於
い
て
口
頭
弁
論
を
経
な
い
仮
差
押
・
仮
処
分
・
支
払
命
令
を
違
法
と
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
は
言
ふ
を
俟
た
な
い
。
蓋
し
此
等
の
場
合
は
異
議
申
立
に
よ
っ
て
夫
々
口
頭
弁
論
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ

（
（（
（

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

旧
民
訴
法
七
五
七
条
二
項
に
よ
れ
ば
、「
仮
処
分
訴
訟
は
、
口
頭
弁
論
を
開
い
て
審
理
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
急
迫
な
る
場
合
に
限
っ

て
口
頭
弁
論
を
開
か
な
い
で
審
理
す
る
」
こ
と
が
建
前
で
あ
っ
た
が
、「
当
事
者
の
訴
訟
準
備
の
現
状
」
及
び
「
争
点
が
複
雑
で
判
断
に

困
難
が
伴
う
こ
と
の
多
い
差
止
仮
処
分
の
性
質
」
か
ら
し
て
、
口
頭
弁
論
を
条
文
ど
お
り
に
運
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
い
う
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の
が
、
担
当
す
る
裁
判
官
の
実
感
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
審
尋
手
続
に
よ
る
審
理
方
法
の
活
用
が
「
法
の
建
前
と
現
実
と
の

ギ
ャ
ッ

（
（（
（

プ
」
を
補
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
木
川
統
一
郎
が
、「
表
現
の
自
由
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
事
案
で
、
口
頭
弁
論
を
開
か
ず
に
仮
処
分
申
請
を
認
容
し

た
下
級
審
判
例
を
批
判

（
（（
（

し
、
ま
た
、
阪
本
昌
成
も
、
ア
メ
リ
カ
の
比
較
法
的
知
見
を
も
と
に
、「
わ
が
国
の
仮
処
分
手
続
は
、
表
現
の
自
由

に
対
す
る
鋭
敏
さ
に
欠
け
る
」
と
し
て
、
対
審
手
続
の
不
十
分
さ
と
仮
処
分
の
証
明
が
疎
明
で
足
り
る
こ
と
を
批
判
し
て
い

（
（（
（

た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
批
判
は
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
実
務
家
に
も
見
ら
れ
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。

（
二
）
仮
の
救
済
に
と
っ
て
、
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
最
高
裁
大
法
廷
判
決
（
最
大
判
昭
和
六
一
・
六
・
一
一
民
集
四
〇
巻
四
号
八
七
二
頁
）
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
。
と
い
う
の
も
、「
民
事
保
全
法
二
三
条
四
項
は
、
仮
の
地
位
を
定
め
る
仮
処
分
に
つ
い
て
、
こ
の
判
例
（
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル

事
件
最
大
判
︱︱

笹
田
）
の
基
礎
と
す
る
手
続
保
障
の
理
念
に
基
づ
き
、
口
頭
弁
論
ま
た
は
債
務
者
審
尋
を
制
度
的
に
保
障
し

（
（（
（

た
」
と
解
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

右
大
法
廷
判
決
は
、「
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
の
印
刷
、
製
本
、
販
売
、
頒
布
等
の
仮
処
分
に
よ
る
事
前
差
止
め
」
が
検
閲
に
当
た
る
こ

と
は
否
定
し
た
が
、「
裁
判
の
形
式
に
よ
る
と
は
い
え
、
口
頭
弁
論
な
い
し
債
務
者
の
審
尋
を
必
要
的
と
せ
ず
、
立
証
に
つ
い
て
も
疎
明
で

足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
簡
略
な
手
続
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
満
足
的
仮
処
分
と
し
て
争
い
の
あ
る
権
利
関
係
を
暫
定

的
に
規
律
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
非
訟
的
な
要
素
を
有
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
て
い

（
（（
（

る
。
そ
れ
で
は
、
仮
処

分
手
続
は
司
法
の
作
用
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
伊
藤
補
足
意
見
に
よ
れ
ば
、「
裁
判
所
の
仮
処
分
は
、
多
数

意
見
も
説
示
す
る
と
お
り
、
網
羅
的
一
般
的
な
審
査
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
司
法
的
な
手
続
に
よ
つ
て
審
理

判
断
が
さ
れ
る
も
の
で
、
理
由
を
付
し
て
発
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
に
も
、
法
的
な
手
続
で
争
う
手
段
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
担
当
の
機
関
を
異
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
実
質
も
ま
た
「
検
閲
」
と
異
な
る
」。
と
は
い
っ
て
も
、
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多
数
意
見
が
認
め
る
よ
う
に
、
仮
処
分
手
続
は
、「
口
頭
弁
論
な
い
し
債
務
者
の
審
尋
を
必
要
的
と
せ
ず
、
立
証
に
つ
い
て
も
疎
明
で
足
り

る
」
な
ど
簡
略
な
手
続
に
よ
っ
て
お
り
、
ま
た
暫
定
的
に
規
律
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
非
訟
的
な
要
素
」
を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
仮
処
分
手
続
を
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
に
位
置
づ
け
る
の
は
難
し
い
。
と
い
う
の
も
、
最
高
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
、「
裁
判
所
が
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
終
局
的
に
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
実
体
的
権
利
義
務
の
存
否
を

確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
」
で
あ
り
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
対
審
及
び
判
決
が
保
障
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
多
数
意
見
は
、「
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
表
現
行
為
」
に
対
し
、
そ
の
事
前
差
止
め
を
命
ず
る
仮
処
分
命

令
を
発
す
る
に
つ
い
て
は
、「
口
頭
弁
論
又
は
債
務
者
の
審
尋
を
行
い
、
表
現
内
容
の
真
実
性
等
の
主
張
立
証
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
原

則
と
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
す
る
。
大
橋
補
足
意
見
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
件
の
ご
と
き
事
案
で
は
、「
実
定
法
の
規
定

（
民
訴
法
七
五
六
条
、
七
四
一
条
一
項
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
令
に
あ
た
り
口
頭
弁
論
又
は
債
務
者
審
尋
を
経
る
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
」
な
の

で
あ

（
（（
（

る
。
最
高
裁
判
所
は
、
通
常
の
仮
処
分
手
続
と
は
異
な
る
類
型
の
も
の
を
認
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
法
律
が
定
め
て
い
な
い
手
続
保
障
を

備
え
る
べ
き
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
法
律
上
の
「
明
文
の
定
め
が
な
く
と
も
、
憲
法
上
、
口
頭
弁
論
を
開
く
か
ま
た
は
特
定
の
者
を

審
尋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
場

（
（（
（

合
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
に
配
慮
す
る
「
憲
法
化

さ
れ
た
仮
処
分
手
続
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

（
（（
（

う
。

（
三
）「
憲
法
化
さ
れ
た
仮
処
分
手
続
」
を
最
高
裁
判
所
が
認
め
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司

法
権
の
作
用
」
と
は
解
さ
れ
な
く
と
も
、
憲
法
上
、
司
法
権
の
作
用
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
三
で
紹
介
し
た
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の
議
論
を
想
起
し
て
み
た
い
。
彼
は
、
仮
の
差
し
押
さ
え
や
仮
処
分
は
、「
立
証
ま
で
必
要
と

さ
れ
ず
疎
明
で
足
り
る
簡
略
な
審
査
に
も
と
づ
き
出
さ
れ
」、
こ
う
い
っ
た
手
続
で
は
、「
裁
判
で
は
な
く
、
警
察
作
用
（Rechtspolizei

）
あ
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る
い
は
予
防
的
な
民
事
司
法
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
仮
処
分
は
争
い
の
あ
る
法
関
係
を
暫
定
的
に
規
律
す
る
も
の
で
、
そ
の

手
続
も
簡
略
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
は
、
行
政
と
裁
判
を
区
別
す
る
際
に
、
裁
判
の
中
心
的
機
能
と
し
て
、
法
状

態
に
つ
い
て
の
最
終
的
に
拘
束
力
を
持
っ
た
解
明
が
裁
判
所
の
「
決
定
」
に
“
委
ね
ら
れ
て
い
る
”
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
裁

判
官
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
裁
判
で
は
な
く
、
裁
判
官
が
そ
の
任
務
を
果
た
す
際
の
処
理
手
続
に
こ
そ
裁
判
の
特
質
が
あ
る
と
見
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
仮
処
分
は
裁
判
で
は
な
く
、
非
訟
事
件
や
執
行
制
度
等
が
含
ま
れ
る
民
事
司
法
で
あ
る
。
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
裁
判
と

民
事
司
法
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「
民
事
司
法
は
裁
判
の
上
位
概
念
で
あ
っ
て
、
裁
判
は
民
事
司
法
の
な
か
で
最
も
重
要
な
形
式
で
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
な
か
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
民
事
司
法
は
定
義
さ
れ
得
ず
、
描
写
さ
れ
る
に
と
ど
ま

（
（（
（

る
」
の
で
あ
る
。

　

最
高
裁
は
、
憲
法
三
二
条
・
八
二
条
の
「
裁
判
」
と
は
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
裁
判
所
が
当

事
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
終
局
的
に
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の
主
張
す
る
実
体
的
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
」
で
あ
る
と
す
る
（
最
大
決
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
日
民
集
五
二
巻
九
号
一
七
六
一
頁
）。
こ
の
「
固
有

の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
」
と
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の
主
張
は
類
似
性
が
あ
る
が
、仮
処
分
の
位
置
づ
け
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
こ
で
、ベ
ッ
タ
ー

マ
ン
の
所
説
を
引
い
た
の
は
、
仮
処
分
に
つ
い
て
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
的
理
解
を
最
高
裁
が
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
公
開
及
び
対
審
と
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
」
と
の
結
び
付
き
が
最
高
裁
判
例
で
は
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
仮
処
分
は
「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
で
は
な
い
と
の
ベ
ッ
タ
ー
マ
ン
の
主
張
は
、
わ
が
国
の
「
司
法
権
」
に
い
っ
そ
う
当
て
は

ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
裁
判
の
公
開
を
明
文
で
規
定
し
て
い
な
い
ボ
ン
基
本
法
と
異
な
り
、
日
本
国
憲
法
八
二
条
は
、
裁
判
の
公
開
を

厳
格
に
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

仮
の
救
済
・
非
訟
事
件
と
四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
整
合
性



司法権の構造的理解と新たな「裁判」解釈

北法61（2・47）591

（
一
）
一
般
に
、
仮
処
分
（
民
事
保
全
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。「
手
続
的
に
み
る
と
、
民
事
保
全
は
、
ア
対
立

し
た
当
事
者
間
に
お
け
る
当
事
者
主
義
の
手
続
で
あ
る
こ
と
、
イ
最
終
的
に
は
私
権
の
確
定
手
続
で
あ
る
本
案
に
結
び
付
く
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
手
続
で
あ
る
こ
と
、
か
ら
訴
訟
手
続
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

（
（（
（

る
」。
ま
た
、「
内
容
的
に
み
て
も
、
仮

の
地
位
を
定
め
る
仮
処
分
を
含
む
民
事
保
全
は
、
‥
‥
‥
本
案
の
範
囲
内
で
、
こ
れ
と
結
び
付
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
申
立
て
の
目

的
を
達
す
る
た
め
に
な
さ
れ
う
る
（
法
二
四
条
）
仮
処
分
の
内
容
に
も
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
仮
の
地
位
を
定
め
る

仮
処
分
が
現
在
の
権
利
関
係
の
危
険
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
保
全
命
令
の
三
種
類
中
こ
の
仮
処
分
の
み
に
つ

い
て
本
質
的
に
非
訟
的
な
性
格
を
有
す
る
と
み
る
こ
と
は
、
難
し

（
（（
（

い
」。
二
で
取
り
上
げ
た
最
高
裁
平
成
二
一
年
一
月
二
七
日
決
定
も
、「
特

許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
事
件
は
、
仮
処
分
命
令
の
必
要
性
の
有
無
と
い
う
本
案
訴
訟
と
は
異
な
る
争
点
が

存
す
る
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
本
案
訴
訟
と
争
点
を
共
通
に
す
る
も
の
」
と
し
、「
特
許
法
に
お
い
て
は
、『
訴
訟
』
と
い
う
文
言
が
、
本
案

訴
訟
の
み
な
ら
ず
、
民
事
保
全
事
件
を
含
む
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
（
同
法
五
四
条
二
項
、
一
六
八
条
二
項
）、
上
記
の
よ
う
な

秘
密
保
持
命
令
の
制
度
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
事
件
は
、
特
許
法
一
〇
五
条
の

四
第
一
項
柱
書
き
本
文
に
規
定
す
る
『
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に
係
る
訴
訟
』
に
該

（
（（
（

当
」
す
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
処
分
（
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
）
を
非
訟
手
続
と
み
る
見
解
は
、

そ
の
重
要
な
権
利
保
護
機
能
に
鑑
み
て
も
、
も
は
や
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
分
析
か
ら
、
仮
の
救
済
が

「
憲
法
上
の
実
効
的
権
利
保
護
の
保
障
」
に
定
礎
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
裁
判
（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
が
主

流
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、「
憲
法
化
さ
れ
た
仮
処
分
手
続
」
を
最
高
裁
判
所
が
認
め
た
と
解
さ
れ
る
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル

事
件
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
表
現
の
自
由
に
鑑
み
、
実
定
法
の
規
定
（
旧
民
訴
法
七
五
六
条
、
七
四
一
条
一
項
）

が
定
め
て
い
な
い
手
続
保
障
（
口
頭
弁
論
又
は
債
務
者
の
審
尋
）
を
最
高
裁
は
必
要
と
み
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
法
律
上
の
「
明
文
の
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定
め
が
な
く
と
も
、
憲
法
上
、
口
頭
弁
論
を
開
く
か
ま
た
は
特
定
の
者
を
審
尋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
場

（
（（
（

合
」
は
あ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
に
配
慮
し
た
結
果
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、「
民
事
保
全
法
二
三
条
四
項
は
、
仮
の
地

位
を
定
め
る
仮
処
分
に
つ
い
て
、
こ
の
判
例
（
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
最
大
判
︱︱

笹
田
）
の
基
礎
と
す
る
手
続
保
障
の
理
念
に
基
づ
き
、
口
頭

弁
論
ま
た
は
債
務
者
審
尋
を
制
度
的
に
保
障
し

（
（（
（

た
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
非
訟
手
続
か
訴
訟
手
続
か
と
い
う
問
題
設
定
自
体
が
意
味
を
な

く
す
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
化
さ
れ
た
仮
処
分
手
続
は
憲
法
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
が
、
次
の
問
題
で
あ
る
。

（
二
）
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
三
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
が
基
本
法
一
九
条
四

項
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
た
。
一
方
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
は
、

基
本
法
一
九
条
四
項
に
比
す
べ
き
出
訴
保
障
規
定
が
基
本
法
に
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
理
論
的
基
礎
づ
け
に
手
間
取
り
、
一
九
九
〇
年
代
に

な
っ
て
憲
法
化
さ
れ
た
司
法
行
為
請
求
権
が
判
例
及
び
学
説
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
、
裁
判
（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
め
る
か
ど
う
か
は
議
論

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
参
照
、
三
（
四
））。

　

こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
は
事
情
が
異
な
る
。
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
は
非
訟
で
は
な
い
と
の
見
解
が
民
訴
学
説
の
主
流
と
な
り
、

北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
で
最
高
裁
は
憲
法
化
さ
れ
た
仮
処
分
手
続
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
兼
子
一
も
、
一
九
六
五
年
の
論
文
で
、
仮
の
地

位
を
定
め
る
仮
処
分
は
「
非
訟
事
件
的
な
性
格
を
も
つ
」
が
、「
訴
訟
制
度
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
‥
‥
通
常
手
続
に
よ
る
解
決
ま
で
の
時
差

か
ら
生
じ
る
必
要
悪
を
軽
減
す
る
た
め
の
手
続
と
し
て
、
こ
れ
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
わ
く
内
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

点
か
ら
は
、
こ
れ
を
訴
訟
的
と
呼
ぶ
こ
と
も
ま
た
差
支
え
な
い
で
あ
ろ

（
（（
（

う
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
見
解
の
変
更
と
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

一
で
取
り
上
げ
た
兼
子
一
及
び
田
中
二
郎
の
影
響
が
、
な
に
ゆ
え
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
に
つ
い
て
残
っ
た
か
は
こ
こ
で
検
討
す
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る
余
裕
は
な
い
が
、「
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
」合
憲
論
と
の
結
び
つ
き
は
否
定
で
き
な

（
（（
（

い
。
つ
ま
り
、執
行
停
止
は
そ
も
そ
も
行
政
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
に
執
行
停
止
許
否
の
判
断
権
を
与
え
る
か
否
か
は
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
に
よ
る
執
行
停
止
の
決

定
を
覆
す
権
限
を
内
閣
総
理
大
臣
に
認
め
て
も
司
法
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
論

（
（（
（

法
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
わ
る
最
高
裁
判

例
は
今
の
と
こ
ろ
、
見
あ
た
ら
な
い
が
、
学
説
上
は
、
仮
の
救
済
を
行
政
と
見
る
見
解
は
姿
を
消
し
て
い
る
。「
仮
の
救
済
は
、
裁
判
所
が

適
時
性
を
考
慮
し
て
（
実
体
）
法
を
解
釈
適
用
し
権
利
を
保
護
す
る
作
用
で
あ
り
、憲
法
上
保
障
さ
れ
る
（
適
時
に
）
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲

法
三
二
条
）、
司
法
権
（
憲
法
七
六
条
）
に
含
ま
れ

（
（（
（

る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
執
行
停
止
決
定
は
疎
明
に
基
づ
き
（
行
政
事
件
訴
訟
法

二
五
条
五
項
）、
ま
た
口
頭
弁
論
を
経
な
い
で
す
る
こ
と
が
で
き
（
同
法
二
五
条
六
項
）、「
口
頭
弁
論
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
開
催
は

裁
判
所
の
裁
量
判
断
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ

（
（（
（

る
」。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
こ
に
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。

行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
救
済
は
、
憲
法
七
六
条
一
項
＝
裁
判
所
法
三
条
一
項
＝
憲
法
三
二
条
に
憲
法
八
二
条
一
項
が
つ
ら
な
る
四
位
一
体

的
判
例
理
論
と
整
合
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）二
で
取
り
上
げ
た
も
う
一
つ
の
最
高
裁
判
所
決
定
は
非
訟
事
件
に
関
わ
る
。四
位
一
体
的
判
例
理
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、憲
法
三
二
条「
裁

判
」
と
八
二
条
「
裁
判
」
と
を
「
一
体
と
し
て
解
す

（
（（
（

る
」
点
に
あ
る
が
、
上
記
決
定
に
お
け
る
那
須
反
対
意
見
は
、
憲
法
八
二
条
が
関
係
し

な
い
憲
法
三
二
条
独
自
の
領
域
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
憲
法
八
二
条
が
要
求
す
る
公
開
の
対
象
と
な
る
事
件
の
範
囲
を
区

切
る
基
準
（
同
条
二
項
で
は
、
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
非
公
開
と
す
る
例
外
的
処
理
の
途
も
認
め
ら
れ
て
い
る
）
と
憲
法
三
二
条
が
要
求
す
る
審
問
請
求

権
な
い
し
手
続
保
障
の
適
用
範
囲
を
区
切
る
基
準
と
は
同
一
と
は
限
ら
な
い
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「『
純
然
た
る
訴
訟
事
件
』
以

外
に
も
乙
類
審
判
事
件
を
中
心
に
し
て
憲
法
三
二
条
の
審
問
請
求
権
な
い
し
手
続
保
障
の
対
象
と
な
る
べ
き
類
型
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と

は
否
定
し
が
た
く
、こ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、昭
和
三
五
年
最
高
裁
決
定
は
い
ず
れ
当
審
に
お
い
て
変
更
さ
れ
る
べ
き
」
と
断
じ
て
い
る
。

那
須
反
対
意
見
と
と
も
に
、
憲
法
三
二
条
と
八
二
条
の
「
裁
判
」
を
一
体
と
し
て
解
し
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
い
か
に
構
成
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さ
れ
る
べ
き
か
が
、
次
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

先
に
検
討
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、「
非
訟
裁
判
権
の
対
象
と
す
る
一
部
の
事
項
だ
け
が
、
裁
判
権
に
含
ま
れ

（
（（
（

る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
非
訟
事
件
法
は
法
的
聴
聞
（
審
尋
）
に
つ
い
て
の
規
定
を
含
ま
な
い
が
、「
今
日
で
は
、
法
的
聴
聞
の
原
則
が
非
訟
裁

判
権
の
手
続
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
」。「
裁
判
」（
基
本
法
九
二
条
）
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
く
、
非

訟
事
件
に
お
い
て
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
の
規
定
す
る
法
的
聴
聞
権
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
出
訴
保
障
規
定
と
は
別
に
基
本
法
一
〇
三
条
一
項

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。）。
法
的
聴
聞
権
（
審
問
請
求
権
）
を
憲
法
三
二
条
が
保
障
す
る
と
の
主
張
を
行
な
う
う
え
で
留
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ

（
（（
（

う
。

４　
「
裁
判
」
の
二
層
的
理
解
と
司
法
権
の
「
コ
ア
」

（
一
）
三
で
提
示
し
た
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、憲
法
三
二
条
の
「
裁
判
」
と
八
二
条
一
項
の
「
裁
判
」
と
を
「
一
体
と
し
て
解
す
る
」

の
で
は
な
く
、憲
法
三
二
条「
裁
判
」は
憲
法
八
二
条「
裁
判
」よ
り
も
広
い
概
念
と
捉
え
る
方
向
を
検
討
す
べ
き
で
あ

（
（（
（

る
。
憲
法
三
二
条「
裁

判
」
は
、
憲
法
八
二
条
一
項
「
裁
判
」
の
予
定
す
る
公
開
・
対
審
・
判
決
を
“
標
準
装
備
”
し
た
訴
訟
＝
判
決
手
続
に
限
定
さ
れ
ず
、
他
の

権
力
か
ら
独
立
し
た
中
立
的
な
裁
判
官
が
（
法
的
聴
聞
や
武
器
平
等
を
核
心
と
す
る
）
手
続
的
公
正
に
則
っ
て
審
理
を
行
う
と
い
う
特
徴
を
持
つ

司
法
作
用
を
も
含
む
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
口
頭
弁
論
ま
た
は
審
尋
の
期
日
を
開
く
か
ど
う
か
を
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
る
「
仮
の
救

済
」
は
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

　

ま
た
、（
最
高
裁
平
成
二
〇
年
五
月
八
日
決
定
が
対
象
と
し
た
よ
う
な
）
乙
類
審
判
事
件
の
中
に
あ
っ
て
争
訟
性
の
強
い
非
訟
事
件
は
、
憲
法
三
二

条
「
裁
判
」
に
含
ま
れ
る
事
件
で
あ
る
。
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
で
、
最
高
裁
は
、
口
頭
弁
論
又
は
債
務
者
審
尋
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定

が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
差
止
め
の
仮
処
分
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
口
頭
弁
論
を
開
く
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か
ま
た
は
特
定
の
者
を
審
尋
す
る
こ
と
が
、
憲
法
上
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
の
手
法
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
本
件
に
お
い
て
原
々
審
の
審

判
を
即
時
抗
告
の
相
手
方
で
あ
る
抗
告
人
に
不
利
益
な
も
の
に
変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
事
審
判
手
続
の
特
質
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
で

き
る
限
り
抗
告
人
に
も
攻
撃
防
御
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
」
と
最
高
裁
平
成
二
〇
年
五
月
八
日
決
定
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
こ

の
種
の
争
訟
的
非
訟
事
件
に
あ
っ
て
は
攻
撃
防
御
の
機
会
を
保
障
す
る
の
は
憲
法
三
二
条
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か

（
（（
（

ら
、
裁
判
所
に
は
、
当
事

者
の
審
尋
（
聴
聞
）
を
明
定
し
て
い
な
い
家
事
審
判
法
や
非
訟
事
件
手
続
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
審
尋
（
聴
聞
）
を
経
る
こ
と
が
憲
法

三
二
条
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
上
記
最
高
裁
決
定
と
異
な
り
、
抗
告
審
裁
判
所
は
、
婚
姻
費
用
分
担
に
つ
い
て
不
利
益
変
更
を

受
け
た
当
事
者
に
、
憲
法
三
二
条
に
基
づ
い
て
反
論
の
機
会
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
こ
の
よ
う
な
憲
法
三
二
条
及
び
八
二
条
一
項
の
「
裁
判
」
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
司
法
権
（
憲
法
七
六
条
一
項
）
と
ど
の
よ
う
に
関
連

づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
試
論
的
に
論
じ
て
み
た
い
。
憲
法
は
、
司
法
権
に
つ
い
て
は
憲
法
七
六
条
一
項
だ
け
が
規
定
し
て
い
る

が
、「
裁
判
」
に
つ
い
て
多
様
な
規
定
を
お
い
て
い
る
。
即
ち
、
①
行
政
機
関
に
よ
る
裁
判
（
憲
法
七
六
条
二
項
）、
②
両
議
院
に
よ
る
議
員
の

資
格
争
訟
の
裁
判
（
憲
法
五
五
条
）、
③
国
会
議
員
か
ら
な
る
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
（
憲
法
六
四
、七
八
条
）、
④
裁
判
官
の
分
限
裁

判
（
憲
法
七
八
条
）、
⑤
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
三
二
条
）、
⑥
（
刑
事
被
告
人
の
）
公
平
な
裁
判
所
の
迅
速
な
公
開
裁
判

を
受
け
る
権
利
（
憲
法
三
七
条
）
そ
し
て
⑦
裁
判
の
公
開
（
憲
法
八
二
条
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
裁
判
」
は
、
主
体
、
対
象

と
も
多
様
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
共
通
項
を
括
り
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
憲
法
七
六
条
一
項
を
念
頭
に
お
く
な
ら
、
議
院
及
び
国
会
議
員
が
主

体
と
な
る
②
と
③
が
除
か
れ
る
。
①
も
行
政
機
関
が
主
体
で
あ
る
か
ら
外
さ

（
（（
（

れ
、
④
⑤
⑥
⑦
が
残
る
。
そ
し
て
、
裁
判
官
分
限
事
件
で
は
、

分
限
裁
判
が
訴
訟
事
件
か
非
訟
事
件
か
が
争
わ
れ
た
の
で
、
最
高
裁
は
憲
法
八
二
条
及
び
三
二
条
の
「
裁
判
」
に
つ
い
て
「
固
有
の
意
味
に

お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
を
提
示
し
、
そ
れ
が
、「
裁
判
所
が
当
事
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
終
局
的
に
事
実
を
確
定
し
当
事
者
の

主
張
す
る
実
体
的
権
利
義
務
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
純
然
た
る
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
裁
判
」
で
あ
る
と
し
た
（
最
大
決
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平
成
一
〇
年
一
二
月
一
日
民
集
五
二
巻
九
号
一
七
六
一
頁
）。
そ
の
う
え
で
、
最
高
裁
は
、「
裁
判
官
に
懲
戒
を
課
す
る
作
用
は
、
固
有
の
意
味
に
お

け
る
司
法
権
の
作
用
」
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
は
憲
法
七
六
条
一
項
か
ら
明
示
的
に

引
き
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
者
の
結
び
付
き
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
憲
法
七
六
条
一
項
は
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
に
尽
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。
憲
法
が
裁
判
官
に
権
限
を
留

保
し
て
い
る
逮
捕
令
状
の
発
給
（
憲
法
三
三
条
）
及
び
捜
索
・
押
収
令
状
の
発
給
（
憲
法
三
五
条
）
も
、
そ
れ
が
上
記
内
容
の
「
固
有
の
意
味

に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
も
、憲
法
七
六
条
一
項
の「
司
法
権
」に
は
含
ま
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
こ
の
関
連
で
、

憲
法
三
四
条
後
段
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
。）。
さ
ら
に
、裁
判
官
の
分
限「
裁
判
」（
憲
法
七
八
条
）も
、「
司
法
権
」の
内
実
を
構
成
す
る
と
思
わ
れ
る
。

立
法
、
行
政
、
司
法
を
定
義
す
る
こ
と
の
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
上
の
守
備
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
が
司
法
に

配
分
し
た
権
限
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
（
憲
法
七
七
条
・
八
〇
条
も
こ
の
関
連
で
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）。

（
三
）中
川
丈
久
は「『
司
法
権
』の
概
念
の
構
造

0

0

」を
問
い
、「
一
定
の
幅
を
も
っ
て
伸
縮
し
う
る
概

（
（（
（

念
」と
司
法
権
を
捉
え
る
。
そ
し
て
、「『
司

法
権
』
の
概
念
は
、
そ
の
外
周
（
最
大
領
域
）
と
コ
ア
（
最
小
領
域
）
の
間
に
中
間
領
域
が
広
が
る
と
い
う
、
い
わ
ば
ド
ー
ナ
ツ
（
同
心
円
）

構
造
を
と
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
ま
た
、「
中
間
領
域
に
お
い
て
裁
判
所
が
ど
う
行
動
す
る
か
は
、
裁
判
所
自
身
の

見
識
と
、
法
律
に
よ
る
立
法
政
策
的
介
入
が
交
錯
す
る
な
か
で
形
成
さ
れ
る
と
考
え
る
ほ
か
な

（
（（
（

い
」
と
す
る
。

　

こ
の
コ
ア
・
中
間
領
域
・
外
周
と
い
う
構
成
を
参
考
に
す
る
な
ら
、
コ
ア
に
は
、
憲
法
三
二
条
と
八
二
条
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
「
固
有

の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
と
、
そ
の
外
側
に
憲
法
三
二
条
「
裁
判
」
の
保
障
す
る
領
域
（
仮
の
救
済
、
非
訟
事
件
の
一
部
な
ど
）
が
含

ま
れ

（
（（
（

る
。
い
う
な
ら
ば
、
コ
ア
は
二
層
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
両
方
と
も
憲
法
七
六
条
一
項
「
司
法
権
」
に
含
ま
れ

（
（（
（

る
。
ま
た
、
外
周
と
し

て
は
「
具
体
的
な
法
的
争
い
」
の
存
在
が
考
え
ら
れ

（
（（
（

る
。
次
に
、
判
決
・
決
定
と
い
う
司
法
の
判
断
と
は
異
な
る
が
、
憲
法
が
裁
判
官
に
留

保
し
て
い
る
事
項
（
逮
捕
令
状
の
発
給
（
憲
法
三
三
条
）
及
び
捜
索
・
押
収
令
状
の
発
給
（
憲
法
三
五
条
）
な
ど
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
司
法
権
の
一
部
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を
構
成
し
、
法
律
を
も
っ
て
し
て
も
司
法
か
ら
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
「
も
う
一
つ
の
ド
ー
ナ
ツ
（
同
心
円
）」
を

形
成

（
（（
（

し
、
憲
法
三
三
条
・
三
五
条
は
そ
の
コ
ア
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
な
検
討
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
国
民
の
権
利
義
務
に
対
す
る
重
大
な
侵

害
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
コ
ア
の
外
延
を
広
く
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

（
四
）一
の
冒
頭
で
あ
げ
た
Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
措
法
及
び
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
の
よ
う
な
、（
議
員
）立
法
に
よ
る
司
法
の
任
務
の
創
出
は
、

今
後
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
司
法
権
の
構
造
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
Ｃ
型
肝

炎
救
済
特
措
法
は
形
式
的
に
見
れ
ば
、
憲
法
三
二
条
と
八
二
条
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
に
含
ま

れ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
は
「
対
象
製
剤
の
投
与
の
事
実
、
因
果
関
係
の
有
無
及
び
症
状
を
確
認
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
訴
訟

上
の
和
解
の
成
立
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
機
能
的
に
は
コ
ア
の
外
側
に
位
置
す
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
改
正
児
童
虐
待
防
止

法
第
九
条
の
三
第
一
項
は
、
裁
判
官
の
許
可
を
得
た
上
で
、
児
童
相
談
所
職
員
を
し
て
「
当
該
児
童
の
住
所
若
し
く
は
居
所
に
臨
検
さ
せ
、

又
は
当
該
児
童
を
捜
索
さ
せ
る
」
こ
と
を
定
め
る
。
立
入
調
査
が
拒
否
さ
れ
た
後
に
、
臨
検
・
捜
索
を
講
ず
る
こ
と
は
、「
犯
罪
捜
査
や
公

正
取
引
委
員
会
等
の
犯
則
調
査
以
外
に
は
な
か
っ

（
（（
（

た
」
も
の
で
、
児
童
相
談
所
職
員
を
主
体
と
す
る
点
で
、
憲
法
三
三
条
・
三
五
条
を
中
心

と
し
た
も
う
一
つ
の
ド
ー
ナ
ツ
の
コ
ア
の
外
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

問
題
は
、
立
法
に
よ
る
司
法
の
任
務
創
出
の
限
界
で
あ
る
。
上
記
二
つ
の
法
律
を
例
に
と
っ
て
、
最
高
裁
判
所
長
官
代
理
者
（
高
橋
利
文

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
長
）
は
、「
司
法
の
本
質
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
裁
判
所
が
そ
れ
を
担
当
す
る
の
は

適
当
で
は
な

（
（（
（

い
」
と
、
衆
院
法
務
委
員
会
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
五
日
）
で
語
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
二
つ
の
ド
ー
ナ
ツ
を
基
準
に
し
て
司

法
の
判
断
形
式
・
手
法
に
適
合
的
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
裁
判
所
の
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
点
も
看
過
し
て
は
な
ら
な

い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
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（
１
）M

.W
olf

・
前
掲
三
注
（
８
）S.366.

（
２
）A

.V
oßkuhle

・
前
掲
三
注
（
49
）S.70.

（
３
）A

.V
oßkuhle

・
前
掲
三
注
（
49
）S.71. 

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、「
基
本
法
一
〇
四
条
二
項
及
び
そ
れ
と
結
び
付
い
た
「
潜
在
的
な
自
由
の
剥
奪
」

の
助
け
を
借
り
て
、
刑
事
裁
判
を
裁
判
官
に
割
り
当
て
る
憲
法
上
の
根
拠
は
お
そ
ら
く
引
き
出
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
民
事
裁
判
権
に
つ
い
て

の
留
保
の
問
題
は
残
る
」（S.71.

）、
と
す
る
。

（
４
）N

.A
chterberg

・
前
掲
三
注
（
６
）S.126.

（
５
）
三
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
近
時
の
学
説
は
出
訴
保
障
及
び
裁
判
官
留
保
を
実
質
的
意
味
の
裁
判
と
分
け
て
検
討
す
る
も
の
が
目
に
つ
く
。
例

え
ば
、
デ
タ
ー
ベ
ッ
ク
（Steffen D

etterbeck

）
は
、
裁
判
権
の
概
念
を
、「
出
訴
保
障
と
裁
判
官
留
保
」、「
基
本
法
九
二
条
の
実
質
的
意
義
」、

そ
し
て
「
基
本
法
九
二
条
の
機
能
的
意
義
」
の
三
点
か
ら
検
討
し
て
い
る
（S. D

etterbeck, in:Sachs, GG, 5.A
uflage. A

rt.92 Rn.4ff.

）。

こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
の
司
法
権
の
構
造
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。

（
６
）A

.V
oßkuhle

・
前
掲
三
注
（
49
）S.82.

（
７
）K

issel/M
ayer, Gerichtsverfassungsgesetz, 5.A

uflage, 2008, 

§169, Rn.4, 10. 

二
〇
〇
八
年
版
で
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

二
〇
〇
一
年
決
定
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）BV

erfGE103, 44[63]. Jarass/Pieroth
・
前
掲
三
（
56
）A

rt.20, Rn.14. 

に
よ
る
と
、「
確
か
に
、
裁
判
の
公
開
は
例
外
な
く
保
障
さ
れ
て

い
な
い
が
（BV

erfGE 103, 44/63

）、
そ
の
制
約
は
、
特
定
さ
れ
た
対
立
す
る
利
害
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」。

（
９
）BV

erfGE103, 44[64].

（
10
）
矢
代
利
則
『
公
法
上
の
債
権
と
仮
処
分
に
関
す
る
研
究
』
司
法
研
究
報
告
第
一
七
集
第
七
号
（
司
法
研
修
所
、一
九
七
一
年
）
二
八
頁
以
下
。

（
11
）
鈴
木
忠
一
『
非
訟
・
家
事
事
件
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
）
三
一
〇
頁
。

（
12
）
竹
田
稔
「
差
止
請
求
仮
処
分
の
概
況
と
審
理
手
続
」
法
律
時
報
四
七
巻
四
号
（
一
九
七
五
年
）
二
二
頁
。

（
13
）
木
川
統
一
郎
「
新
聞
・
雑
誌
等
配
布
禁
止
仮
処
分
に
つ
い
て
」
判
例
評
論
一
八
三
号
（
一
九
七
四
年
）
一
二
四
頁
。

（
14
）
阪
本
昌
成
『
情
報
公
開
と
表
現
の
自
由
』（
成
文
堂
、
一
九
八
三
年
）
一
八
四
頁
以
下
。
阪
本
昌
成
は
、「
表
現
の
自
由
か
ら
流
れ
出
る
手
続

的
要
請
を
基
点
に
、（
仮
処
分
が
︱︱

笹
田
）
根
本
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、「
特
に
わ
が
国
の
仮
処
分
が
ア
メ
リ
カ

の
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
ち
が
っ
て
、
本
訴
を
前
提
と
し
な
い
独
立
の
訴
訟
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
す
と
、
ま
す
ま
す
そ
の
感
を
強
く
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す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
八
五
頁
）。

（
15
）
矢
崎
秀
一
は
、
選
挙
用
文
書
の
配
布
禁
止
等
を
求
め
る
仮
処
分
に
お
け
る
審
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
数
個
の
裁
判
例
が
、
口
頭
弁
論
を
開

か
ず
に
差
止
め
と
い
う
満
足
的
仮
処
分
を
出
し
た
こ
と
に
著
し
い
疑
問
を
感
ず
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
憲
法
の
表
現
の
自
由
と
い
う
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
矢
崎
秀
一
「
出
版
の
事
前
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
の
今
日
的
課
題
」
鈴
木
忠
一
・

三
ヶ
月
章
編
『
保
全
訴
訟　

新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
一
四
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
）
二
六
七
頁
）。

（
16
）
加
藤
新
太
郎
「
民
事
保
全
の
審
理
方
式
」
中
野
貞
一
郎
・
原
井
龍
一
郎
・
鈴
木
正
裕
編
『
民
事
保
全
講
座
二　

審
理
手
続
と
効
力
』（
法
律
文

化
社
、
一
九
九
六
年
）
二
六
頁
。
加
藤
新
太
郎
は
現
在
、
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
の
職
に
あ
る
。
代
表
的
著
作
と
し
て
、『
弁
護
士
役
割
論
』（
弘

文
堂
、
一
九
九
二
年
）、
手
続
裁
量
論
（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
の
他
、
近
時
の
著
作
と
し
て
、
伊
藤
眞
及
び
山
本
和
彦
と
の
共
著
に
な
る
『
民

事
訴
訟
法
の
論
争
』（
有
斐
閣
、二
〇
〇
七
年
）、加
藤
雅
信
と
の
共
著
に
な
る
『
現
代
民
法
学
と
実
務 

気
鋭
の
学
者
た
ち
の
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
を
歩
く
（
上
）（
中
）（
下
）』（
日
本
評
論
社
、二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
学
説
と
実
務
の
架
橋
を
志
向
す
る
タ
イ
プ
の
裁
判
官
と
言
え
よ
う
。

（
17
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
伊
藤
補
足
意
見
も
、「
仮
の
地
位
を
定
め
る
仮
処
分
の
手
続
は
、
司
法
手
続
と
は
い
っ
て
も
非
訟
的
な
要
素
を
帯
び
る
手

続
で
、
あ
る
意
味
で
行
政
手
続
に
近
似
し
た
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
手
続
も
簡
易
で
、
と
く
に
不
利
益
を
受
け
る
債
務
者
の
意
見
が

聞
か
れ
る
機
会
の
な
い
こ
と
も
あ
る
点
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

（
18
）
も
っ
と
も
、
奥
平
康
弘
は
、
こ
の
よ
う
な
原
則
に
対
し
て
無
審
尋
の
一
般
手
続
で
や
っ
て
も
よ
い
例
外
を
最
高
裁
は
即
座
に
提
示
し
て
い
る

点
を
疑
問
視
す
る
（
奥
平
康
弘
「『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
事
件
上
告
審
判
決
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
八
〇
号
（
一
九
八
六
年
）
一
六
頁
）。

（
19
）
竹
下
守
夫「
§125

［
口
頭
弁
論
の
必
要
性
］」竹
下
守
夫
・
伊
藤
眞
編『
注
釈
民
事
訴
訟
法（
三
）口
頭
弁
論
』（
有
斐
閣
、一
九
九
三
年
）八
二
頁
。

さ
ら
に
、
笹
田
・
前
掲
一
注
（
８
）
二
七
三
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
最
高
裁
大
法
廷
判
決
に
つ
い
て
の
調
査
官
解
説
に
お
い
て
、
加
藤
和
夫
は
、「
こ
の
種
の
仮
処
分
の
手
続
的
保
障
に
つ

い
て
は
、確
か
に
、表
現
行
為
に
対
し
て
事
前
差
止
め
と
い
う
強
い
抑
制
効
果
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、適
正
手
続
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
（
但

し
、
憲
法
三
一
条
の
問
題
で
は
な
く
、
憲
法
二
一
条
の
表
現
の
自
由
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め
の
手
続
保
障
と
い
う
意
味
で
あ
る
）、
口
頭
弁

論
又
は
債
務
者
の
審
尋
等
を
行
っ
て
、
相
手
方
に
告
知
と
弁
明
の
機
会
を
与
え
、
ま
た
、
高
度
の
疎
明
を
要
求
す
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
」（
加
藤
「
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
差
止
国
賠
事
件
最
高
裁
大
法
廷
判
決
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
七
号
（
一
九
八
六
年
）
五
七
頁
）
と
す

る
。
も
っ
と
も
、
差
止
め
の
実
効
性
を
顧
慮
し
て
、「
公
的
人
物
に
対
す
る
批
評
等
公
共
的
事
項
に
関
す
る
差
止
め
の
仮
処
分
」
に
つ
い
て
は
、
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口
頭
弁
論
又
は
債
務
者
審
尋
を
経
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
原
則
と
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
を
例
外
と
し
た
の
で
あ
る
（
加
藤
前
掲
五
七
頁
）。

　
　
　
「
憲
法
二
一
条
の
表
現
の
自
由
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め
の
手
続
保
障
」
か
ら
は
、
実
体
的
人
権
の
保
障
と
手
続
と
の
密
接
な
関
係
が
見
て

取
れ
る
。
こ
の
関
連
で
、
第
三
者
所
有
物
没
収
事
件
に
つ
い
て
の
松
井
茂
記
の
見
解
が
注
目
さ
れ
る
。
松
井
は
、
最
高
裁
は
、「
適
正
手
続
の
欠

如
を
憲
法
三
一
条
違
反
だ
け
で
な
く
憲
法
二
九
条
の
財
産
権
侵
害
と
認
め
て
い
る
」
が
、「
そ
れ
は
、
個
々
の
基
本
的
人
権
が
そ
れ
に
応
じ
た
手

続
的
保
障
を
も
要
求
し
て
い
る
と
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
三
一
条
の
手
続
的
要
求
に
加
え
個
々
の
憲
法
的
基
本
的
人
権
が
そ
れ
以
上
の

手
続
を
要
求
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
松
井
茂
記
「
第
三
者
所
有
物
の
没
収
事
件
と
告
知
・
聴
聞
」
高
橋
和
之
・
長

谷
部
恭
男
・
石
川
健
治
編
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
二
五
一
頁
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、

ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
・
学
説
が
緻
密
な
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
笹
田
・
前
掲
三
注
（
26
）
一
五
三
頁
以
下
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
21
）K

. A
. Betterm

ann

・
前
掲
三
注
（
21
）S.2788.

（
22
）（
23
）
瀬
木
・
前
掲
一
注
（
23
）
六
八
頁
。

（
24
）
最
決
平
成
二
一
・
一
・
二
七
判
例
時
報
二
〇
三
五
号
一
二
七
頁
。

（
25
）
竹
下
・
前
掲
注
（
19
）
八
二
頁
。

（
26
）
加
藤
・
前
掲
注
（
16
）
二
六
頁
。

（
27
）
兼
子
一
「
保
全
訴
訟
の
性
格
」
吉
川
大
二
郎
還
暦
記
念
『
保
全
処
分
の
体
系　

上
巻
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
六
五
年
）
一
二
頁
。

（
28
）「
司
法
権
の
限
界
論
」
も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
笹
田
栄
司
「
憲
法
裁
判
の
在
り
方
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
三
号

（
一
九
九
八
年
）
一
四
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）
行
政
訴
訟
検
討
会
第
一
二
回
の
参
考
資
料
「
執
行
停
止
・
仮
の
救
済
に
関
す
る
検
討
資
料
」
が
引
用
す
る
、
平
成
一
二
年
一
二
月
一
九
日
付

け
の
政
府
の
答
弁
書
（
内
閣
参
質
一
五
〇
号
第
一
三
号
）
で
出
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
（
参
照
、
笹
田
・
前
掲
一
注
（
８
）
一
三
二
頁
以
下
、

一
五
七
頁
以
下
）。

（
30
）
山
本
・
前
掲
一
注
（
21
）
三
二
頁
。

（
31
）
南
博
方
・
高
橋
滋
編
『
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法　

第
三
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
四
七
七
頁
（
金
子
正
史
）。

（
32
）
芦
部
・
前
掲
一
注
（
８
）
三
〇
七
頁
。
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（
33
）Jarass/Pieroth

・
前
掲
三
注
（
56
）A

rt.92, Rn.3.
（
34
）F.-L.K

nem
eyer

・
前
掲
三
注
（
60
）S.1295.

（
35
）
最
高
裁
平
成
二
〇
年
五
月
八
日
決
定
（
参
照
、
二
１
）
に
お
け
る
田
原
補
足
意
見
は
、「
憲
法
三
二
条
、
三
一
条
が
要
請
す
る
当
事
者
の
手
続

関
与
権
、審
問
請
求
権
の
保
障
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、学
説
で
は
、紺
谷
浩
司
が
、憲
法
一
三
条
、三
一
条
、三
二
条
を
根
拠
と
し
（「
審

問
請
求
権
の
保
障
と
そ
の
問
題
点
」
民
事
訴
訟
雑
誌
一
八
号
（
一
九
七
二
年
）
一
六
三
頁
）、
ま
た
、
中
野
貞
一
郎
が
、
憲
法
三
二
条
、
一
三
条

一
項
、
七
六
条
三
項
を
あ
げ
（『
民
事
手
続
の
現
在
問
題
』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
八
九
年
）
一
四
頁
）、
さ
ら
に
、
片
山
智
彦
が
憲
法
一
三

条
、
三
一
条
を
根
拠
規
定
と
す
る
（『
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
司
法
制
度
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
五
〇
頁
）。
こ
の
関
連
で
、
宍

戸
常
寿
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
七
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
八
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

争
訟
性
の
強
く
な
い
非
訟
事
件
を
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
法
的
聴
聞
権
（
審
問
請
求
権
）
の
根
拠
と
し
て
憲
法
三
一
条
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
の
点
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
36
）
参
照
、笹
田
・
前
掲
一
注
（
８
）
二
五
二
頁
、同
「
裁
判
の
公
開
」
大
石
眞
・
石
川
健
治
編
『
憲
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、二
〇
〇
八
年
）
二
六
九
頁
。

（
37
）
参
照
、
宍
戸
・
前
掲
二
注
（
１
）
一
一
頁
。
と
こ
ろ
で
、
行
政
文
書
の
不
開
示
決
定
処
分
取
消
訴
訟
に
お
け
る
「
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
」
を
認

め
な
か
っ
た
最
高
裁
平
成
二
一
・
一
・
一
五
決
定
（
民
集
六
三
巻
一
号
四
六
頁
）
は
、「
訴
訟
で
用
い
ら
れ
る
証
拠
は
当
事
者
の
吟
味
、
弾
劾
の
機

会
を
経
た
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
の
基
本
原
則
で
あ
る
」
と
す
る
。「
民
事
訴
訟
の
基
本
原
則
」
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、

当
事
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
法
的
聴
聞
権
（
審
尋
請
求
権
）
の
主
張
と
重
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
最
高
裁
は
、「
情
報
公
開
訴
訟
に
お
い
て
裁
判

所
が
不
開
示
事
由
該
当
性
を
判
断
す
る
た
め
に
証
拠
調
べ
と
し
て
の
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
を
行
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
不
開
示
と
さ
れ
た
文
書
を

直
接
見
分
し
て
本
案
の
判
断
を
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、原
告
は
、当
該
文
書
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
弁
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、被
告
も
、

当
該
文
書
の
具
体
的
内
容
を
援
用
し
な
が
ら
弁
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
裁
判
所
が
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
の
結
果
に
基
づ
き
判
決
を

し
た
場
合
、
当
事
者
が
上
訴
理
由
を
的
確
に
主
張
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
上
、
上
級
審
も
原
審
の
判
断
の
根
拠
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
原
判
決
の
審
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
す
る
。
本
決
定
が
、「
原
告
は
、
当
該
文
書
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
弁
論
を

行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
被
告
も
、
当
該
文
書
の
具
体
的
内
容
を
援
用
し
な
が
ら
弁
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
あ
る
い
は
、「
裁
判
所

が
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
の
結
果
に
基
づ
き
判
決
を
し
た
場
合
、
当
事
者
が
上
訴
理
由
を
的
確
に
主
張
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
」
と
し
た
と
こ
ろ

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
事
者
に
証
拠
の
吟
味
、
弾
劾
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
基
本
的
思
考
は
、（
最
高
裁
平
成
二
〇
年
五
月
八
日
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決
定
が
対
象
と
す
る
）
争
訟
的
非
訟
事
件
に
お
い
て
も
原
則
的
に
妥
当
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、最
高
裁
は
、「
民
事
裁
判
の
基
本
原
則
」

と
す
る
が
、
そ
れ
を
裁
判
を
受
け
る
権
利
等
の
憲
法
上
の
基
礎
づ
け
に
高
め
る
こ
と
を
し
な
い
。
当
事
者
の
「
権
利
」
と
し
て
の
構
成
よ
り
、

裁
判
所
の
裁
量
の
枠
内
で
事
案
を
処
理
す
る
こ
と
が
適
切
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
「
事
案
解
決
に
あ
た
り
、
憲
法
規
範
を
用
い

な
い
最
高
裁
の
手
法
」
に
つ
い
て
は
、
笹
田
・
前
掲
一
注
（
８
）
二
九
一
頁
以
下
で
検
討
し
て
い
る
。

（
38
）「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
は
、
行
政
機
関
に
よ
る
裁
判
（
憲
法
七
六
条
項
）
と
区
別
さ
れ
る
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

（
39
）
中
川
丈
久「
行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
」公
法
研
究
六
三
号（
二
〇
〇
一
年
）一
二
七
頁
。
さ
ら
に
、曽
和
俊
文「
行
政
訴
訟
制
度
の
憲
法
的
基
礎
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
一
九
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
四
頁
以
下
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
40
）
中
川
・
前
掲
注
（
39
）
一
二
七
頁
以
下
。
客
観
訴
訟
は
こ
の
中
間
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、「
中
間
領
域
に
お
い
て
裁
判
所
が
ど
の

よ
う
な
行
動
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、憲
法
上
一
義
的
に
決
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
解
釈
論

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
述
べ
る
こ
と
は
、誤
り
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」

（
一
二
八
頁
）
と
す
る
。

（
41
）
仮
の
救
済
に
つ
い
て
は
、
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
最
大
判
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
表
現
の
自
由
か
ら
基
礎
付
け
て
い
る
。

（
42
）
こ
の
関
連
で
、
二
つ
の
コ
ア
を
主
張
す
る
常
岡
孝
好
「
自
治
体
に
よ
る
住
基
ネ
ッ
ト
接
続
義
務
確
認
訴
訟
と
司
法
権
」
判
例
評
論
五
八
〇
号

（
二
〇
〇
七
年
）
一
七
〇
頁
以
下
が
興
味
深
い
。
常
岡
孝
好
に
よ
る
と
、「
私
人
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
訴
訟
」
と
「
行
政
主

体
の
統
治
権
・
準
主
権
的
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
訴
訟
」が
二
つ
の
コ
ア
で
あ
る
。
た
だ
、後
者
の
重
要
性
は
認
め
る
と
し
て
も
、

そ
れ
を
憲
法
七
六
条
一
項
の
司
法
権
の
コ
ア
と
ま
で
構
成
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
く
連
邦
制
を
採
る

ド
イ
ツ
は
、
連
邦
と
ラ
ン
ト
と
の
間
の
係
争
に
つ
い
て
、
連
邦
参
議
院
が
ま
ず
決
定
を
下
し
、
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
出
訴
を

基
本
法
八
四
条
四
項
が
認
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
基
本
法
九
二
条
の
裁
判
（
権
）
に
含
ま
れ
る
。

（
43
）
参
照
、
野
坂
・
前
掲
一
註
（
13
）
四
八
頁
。

（
44
）
本
稿
は
民
事
及
び
行
政
裁
判
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
が
、
刑
事
裁
判
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
も
問
題
に
な
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
憲
法

三
二
条
と
八
二
条
を
一
体
と
し
て
捉
え
る
「
固
有
の
意
味
に
お
け
る
司
法
権
の
作
用
」
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
。
一
方
、
民
事
及
び
行
政
裁
判

の
よ
う
に
、
そ
の
外
側
に
憲
法
三
二
条
「
裁
判
」
の
保
障
す
る
領
域
を
置
く
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
提
示
す
る
二
層
の
コ
ア
は
、
外
層
に
つ
い

て
非
公
開
審
理
を
含
む
も
の
を
想
定
す
る
が
、
こ
れ
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
刑
事
裁
判
に
つ
い
て
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
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憲
法
八
二
条
一
項
は
公
開
裁
判
の
原
則
を
定
め
、
同
条
二
項
が
「
対
審
」
に
つ
い
て
「
裁
判
所
が
、
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
、
公
の
秩
序
又
は

善
良
の
風
俗
を
害
す
る
虞
が
あ
る
と
決
し
た
」
と
き
は
公
開
し
な
い
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
「
例
外
」
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
同

条
二
項
但
書
は
、「
憲
法
第
三
章
で
保
障
す
る
国
民
の
権
利
が
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
事
件
」
は
常
に
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、

上
記
「
事
件
」
は
刑
事
事
件
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
非
公
開
で
行
わ
れ
た
刑
事
裁
判
の
反
省
か
ら
、
日
本

国
憲
法
は
、
裁
判
の
「
非
公
開
は
公
正
さ
の
保
障
を
破
る
と
の
立
場
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
た
」（
三
井
誠
『
刑
事
手
続
法
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
三
年
）三
四
七
頁
）の
で
あ
る
。
加
え
て
、憲
法
三
七
条
一
項
が
、刑
事
裁
判
に
の
み
関
わ
る「
刑
事
被
告
人
の
公
開
裁
判
を
受
け
る
権
利
」

を
規
定
す
る
。
こ
の
条
項
は
刑
事
裁
判
に
お
い
て
「
裁
判
の
公
開
」
が
手
続
の
核
心
を
な
す
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
か
り
に
被
告
人
が
非
公
開

を
希
望
し
て
も
、
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
八
二
条
二
項
但
書
、
及
び
憲
法
三
七
条
一
項
に
鑑
み
、
刑
事
裁
判
の
「
公

開
原
則
」
は
民
事
及
び
行
政
裁
判
に
お
け
る
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
。

（
45
）
仁
田
山
・
前
掲
一
註
（
３
）
二
五
頁
。

（
46
）
第
一
六
九
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
会
議
録
第
四
号
二
頁
。

　
〈
付
記
〉
脱
稿
後
、長
谷
部
恭
男
「
司
法
権
の
概
念
」、佐
々
木
雅
寿
「
訴
訟
と
非
訟
」（
い
ず
れ
も
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
〇
号
）、及
び
、渋
谷
秀
樹
「
司

法
の
概
念
に
つ
い
て
の
覚
書
き
」（
立
教
法
務
研
究
三
号
）
に
接
し
た
。


